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【あいさつ・趣旨説明】 

司会（伊藤雅光） それでは，時間になりましたので，国立国語研究所第 29 回「ことば」

フォーラムを開催いたしたいと思います。本日はお忙しい中，にぎにぎしくお集まりく

ださいましてありがとうございます。私は今日の総合司会を務めさせていただきます当

研究所の研究員伊藤雅光と申します。今回は「コミュニケーションとは何か」というテ

ーマで，前半に３人の御専門の方々から御発表をいただきます。それから，20 分間の休

憩をはさんで，後半は同じテーマでディスカッションを行います。それでは，お手元の

資料の確認をいたしたいと思います。水色の封筒の中を御覧ください。まず，今回の要

旨集がございます。それから，質問票がございます。前半の発表に関しまして，会場の

皆様方から御質問を受けたいと思っておりますので，御質問のおありの方はこれにお書

きください。そして，休憩の 10 分間のあいだに係のものにお渡しください。それから，

緑色の紙はアンケートでございます。今日のフォーラムが終わりましてから，アンケー

トの御協力を，よろしくお願いいたします。そして，係のものにお渡しください。それ

から，「国語研の窓」という広報紙が入っております。最後に，当研究所の概要のパンフ

レットが入っています。以上でございます。それでは，当研究所の所長，杉戸清樹から

御挨拶
あいさつ

申し上げます。 

杉戸 暖かくなったり，寒さが戻ったり，そろそろ花粉も飛び始めたという話を聞きまし

た。私も花粉症ですので，体の調子を整えるのに気を配る毎日が続いております。その

ような中，今日は大勢お集まりいただきまして，本当にありがとうございます。「ことば」

フォーラムという私どもの催し，今日で第 29 回を迎えております。私どもでは６年ほど

前から，年に５回ずつくらいの割で，この「ことば」フォーラムという催しを続けてき

ております。今年度も東京で２回，それから，北海道の札幌で１度，それから，名古屋

市で１度開きまして，今日が今年度の５回目に当たります。この催し，言葉の研究とか，

言葉の教育の研究，そういう領域の専門家だけでなくて，ほかの分野でお仕事をなさっ

ている方，あるいは御家庭の方，いわば一般の市民の皆様方においでいただくのを主眼

といたしまして開いております。言葉や日本語，場合によっては外国語についての話題

をその都度選びまして，研究所の研究成果も含めながら，講演とか，あるいはシンポジ

ウムとか，いろいろなかたちで開いてきているものであります。「フォーラム」というカ

タカナ言葉を使っております。これは大きな広場，たくさんの人が集まる場所，そうい

う意味がもともとの言葉だそうでありまして，この「ことば」フォーラムもそういう意
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味でいろいろな方々にお集まりいただいて，日ごろの言葉の暮らし，あるいは言葉その

ものについて話し合っていただいたり，考える機会を過ごしていただいたりする，そう

いう趣旨で開いているものであります。29 回目に当たります今回は，すでにお手元の資

料にありますように，「コミュニケーションとは何か」というテーマを掲げて企画いたし

ました。その目指すところ，あるいは内容はのちほど詳しく御説明いたしますけれども，

言葉というものの最も基本的な働きの場がコミュニケーション，言葉による伝え合いの

場だと思います。そのことについて，いわば基本的なところに立ち戻って考える，そう

いうテーマだと思っております。今日のために研究所の外の大学から３人の先生方にお

話，あるいは討論をお願いして来ていただいております。小池保先生，清ルミ先生，そ

して，箕
み

口
ぐち

雅博先生のお三方です。先生方，どうもありがとうございます。当研究所か

らは熊谷智子所員，それから，私ものちほどの討論に参加いたします。どうぞよろしく

お願いいたします。夕方まで３時間程度の短い時間ではありますけれども，先ほど申し

ましたような趣旨で，言葉というもの，そして，今日はその言葉の最も基本的なところ

に一度改めて立ち戻ってお考えいただく。あるいは議論に参加していただく。そういう

時間を過ごしていただければ幸いです。御質問をお寄せいただいたり，場合によっては

御発言いただいたりする機会も準備しておりますので，そんなときにはどうぞ積極的に

御参加いただきまして，それぞれのお立場で，それぞれの何か御土産というと申し訳な

い言い方になりますが，御土産を持ち帰っていただくことができれば幸いです。半日の

あいだ，どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

司会 それでは，引き続きまして今回のフォーラムの企画を担当いたしました研究員の野

山広と，それから，後半のディスカッションの司会を務めます研究員の熊谷智子から今

回のテーマの趣旨を御説明申し上げます。 

野山 趣旨説明を簡単にさせていただきます。先ほどの封筒の中に入っている「国語研の

窓」というものがございます。「国語研の窓」の４ページを御覧になっていただけますで

しょうか。４ページに「ことば」フォーラムの案内といたしまして，第 27 回「伝え合い

の言葉－コミュニケーションの意味－」というものがございます。これは今回のフォー

ラムに先立って，北海道で一つフォーラムが行われました。趣旨は非常に似たようなも

のを行ったわけですが，北海道のときにはコミュニケーション教育にかかわっている先

生方とか，地域の日本語を必要とする学習の支援者の支援のためにどのような方策が考

えられるのかということを視野に入れて，コミュニケーションという問題について議論
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しました。結果としてこのようなことが指摘されました。今日は支援者とか教授者のと

ころに視点を置くのではなくて，実際に私たちが１対１とか，１対複数とか，複数対複

数でコミュニケーションをとるときにどのようなことに注意を置いてコミュニケーショ

ンすれば，より効果的なお付き合いができるのかということに焦点を当てます。そして，

それについて，日本語教育とか日本語の視点というよりは，より幅広く，小池先生の場

合には放送文化論という観点から話してくださいますし，清ルミ先生の場合には異文化

コミュニケーションという観点から話してくださいます。それから，最後に箕口先生か

らは地域コミュニティにおける心理の問題，こういった観点からお話をしていただける

ことになっています。こういった複数の，あるいは他分野の観点から話をしていただく

根幹になっているものは何かというと，これから熊谷研究員のほうから話がありますが，

もともと昨年，国立国語研究所で発行しました「ことば」シリーズという本があります。

その本がもとになっておりまして，その本のテーマが実は「伝え合い」ということでし

た。それに関連して，ほぼ１年間通して追究してきた成果を今日，皆さんの前で提供す

るとともに，一緒にそれを分かち合うことができればと思っております。短い時間では

ありますが，よろしくお願いします。では，熊谷さん，よろしくお願いします。 

熊谷 国立国語研究所の熊谷智子と申します。よろしくお願いいたします。私は今ちょっ

と話にも出ました新「ことば」シリーズ，「伝え合いの言葉」というテーマで，こういう

小さな本を去年作りました。その編集に携わっていました関係で今日ここにおります。

この本は会場を出たところにも展示，販売などをしておりますので，また休憩時間にで

もちょっとお手に取って見ていただければと思います。内容としましては，コミュニケ

ーションや，人とのかかわり合いの上で言葉がどういった働きをしているのか，それか

ら，このごろ電子メールとか，携帯とか，インターネットというかたちで，発信や受信

の仕方が非常に多様になってきた，そういった社会の動きの中で言葉によるコミュニケ

ーションがどんな影響を受けているかというようなことについて解説したり，考えたり

しているものです。本日の資料の中にも， 17 ページから４ページほど，新「ことば」

シリーズの内容から抜き出すかたちで文章を書きました。その中で書いていることです

けれども，私たちは毎日，人に言葉で働きかけるときに，大きく分けると二つのことを，

非常に心を配ってやっているのではないか。一つは，伝えようと思うことをできるだけ

きちんとはっきり伝えること。何か目的があって働きかけるのだったら，その目的を達

成するということです。それから，もう一つは，話をしている相手との関係をできるだ
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け円満に保つということです。これは二つ同時にうまくいく場合もあるのですけれども，

なかなか両立するのが難しいというようなときもあります。たとえば，断りを言うとき，

はっきり言わずに誤解が起こってしまったら困るけれども，あまりはっきり言うときつ

く聞こえて，ちょっと関係がぎくしゃくする。そういったときに私たちは言い方を選ん

だり，にっこり笑ってみたり，様々なことをしています。そうした工夫がコミュニケー

ションの楽しみであり，醍醐
だ い ご

味であったりということがあります。また，社会生活の中

ですから，そういったコミュニケーションを通して人と関係をつくったり，共同で仕事

をしたりというようなことを同時にしております。その中でも言葉は大きな働きを担っ

ていると思います。本日これから，お三方のお話の中で，そういったことについていろ

いろな切り口から，ときには具体的な例も交えて伺えるのではないかと思っております。

私も後半のディスカッションで一緒に参加しながら，そういった言葉の働きについて考

えていきたいと思っております。またのちほど，どうぞよろしくお願いいたします。 

司会 それでは，発表に入りたいと思います。最初の御発表は尚美学園大学教授小池保さ

んの「身も心ものびのびするコミュニケーションのススメ」です。では，よろしくお願

いいたします。 

 

「身も心ものびのびするコミュニケーションのススメ」小池 保 

      （配布資料：p.１～２） 

小池 こんにちは。今御紹介いただきました尚美学園大学で教えております小池と申しま

す。三十数年，ＮＨＫでアナウンサーとして仕事をしてまいりました。晩年は解説委員

として，「ことば・表現・コミュニケーション」という分野で企画をしたり，取材をした

り，あるいは解説をしたりという仕事をしてまいりました。細かい話をすると定年がど

うのこうのという話になりますので，省略いたしますが，去年の４月から尚美学園大学

という川越にある大学ですけれど，そちらのほうで放送文化論，日本芸能史，あるいは

アナウンス表現論など，雑多な科目を持っているということでございます。今日，レジ

ュメをお手元にお持ちいただいていると思いますので，適宜それを参照しながらお話を

お聞きください。最初に，ほとんど拷問かと思われるような小さな字で，今日の全体を

見渡す趣旨が書いてありますので，そこだけちょっと読んでおきます。およそ 10 年ぶり

に全面改訂される次期学習指導要領では，「言葉の力」を全教育課程の，これは国語だけ

ではなくて，あらゆる教育活動の基本に据えて，論理力や表現力を高めてゆくことにな
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ると言います。言葉と論理性の問題は，古くて新しいテーマとして，またまた注目を集

めるのだろう。おそらくそういうことになってくるだろうと思いますが，本日の私のお

話は，ギスギスする論理性ではなく，日本人になじむ，「のびのびできる合理性」につい

て述べます。言外には，論理性というものに対する私のとらえ方がにじみ出ています。

「ギスギスしている」というところににじみ出ているわけでありますし，「日本人になじ

む，のびのびできる合理性」というところに，合理性という言葉が本来もっている，人

間に対して，日本人に対して温かみのある，そういう性質を感じているということが，

この４行のプロローグの部分でお感じいただけるのではないかと思います。冒頭申し上

げたとおり，アナウンサーをずっとしてきまして，初任地が広島県の福山，次が札幌，

それから，新潟，東京，大阪というふうに各地を転々としてまいりました。大阪で４年

間勤務したときに，私の場合はアナウンサーをしながら，番組の企画，制作ということ

に興味，関心がありましたので，自ら企画をして，ラジオで９時間放送するという「大

阪弁でしゃべるデー」という番組を放送いたしました。これが 1992 年４月８日のことで

ありますが，朝 10 時から夜の７時まで，９時間にわたる生放送を全部大阪弁でやる。た

だし，全国ニュースだけは，どうしてもこれはニュースの壁が厚くて，共通語でやるこ

とになりましたけれど，それ以外のものはローカルニュースも含めて極力大阪弁でやる

という番組を放送いたしました。そのオープニングをカセットテープにとってあります

ので，雑な音ですが，ちょっと聞いていただきます。 

＜録音の音声＞ 

 なんだ，アナウンサーは共通語でしゃべっているじゃないか，と。あれで大阪弁なんで

す。私はこの番組を企画・制作して驚いたんですが，「もっと大阪弁でしゃべってくださ

いよ」とお願いして，「いや，これ，大阪弁なんですよ」と。思いのほか，コテコテの大

阪弁というものが本来の大阪弁ではないということも合わせて勉強いたしました。洗練

された大阪の言葉というのは，かなり共通語に近いものがあります。したがって，東京

で話されても皆さん十分にお分かりになるわけです。吉本興業の大阪弁が大阪弁という

ふうに多くの方が思ってしまっていますけれども，決してそういうものではないという

ことが，この番組の中でもだいぶ，実際の音声を通してアピールできたのではないかな

と思います。この番組を９時間放送しましたら，とくに宣伝をしたわけではありません

が，正直いって，うまくいくかなと思いながら，心配しながら放送したんですが，なん

と驚いたことに翌朝の各新聞のコラム，社説に一斉に取り上げられたんです。示し合わ
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せているんじゃないかと思うぐらい。自慢話として聞いていただければと思いますが，

「天声人語」がここにあります。それから，これは日経新聞の「春秋」。これは朝日新聞

のまた別の記事です。それから，これがサンケイ新聞の「産経抄」。国語審議会でも，Ｎ

ＨＫのラジオ番組で最近試みられた９時間にわたる大阪弁の放送が運営委員会などの場

で話題になったというようなことも，これぐらいの記事で紹介されたり，次の週には週

刊朝日で「大阪弁は地球を救いまんねん」というタイトルで出る。宣伝していないんで

す。ところが，ものすごく社会が反応したんです。なんでこんなに社会が反応したのか

というのが，放送した後の大きな疑問だったんですけれども，どうも世の中，こういう

ことを潜在的には待望していたんじゃないか。それは大阪の言葉をラジオを通して聞き

たいということを待望していたんじゃなくて，何か押さえつけられたものがあって，そ

の鉱脈にこのラジオ番組が触れたので，ビリビリとこういう反応が出たんじゃないかな

というのが，放送を終えたときの分析でした。この放送をきっかけにして，翌年も，ま

たその翌年も３年間連続して４月８日前後に，新年度に入った最初の土曜日の朝 10 時か

ら９時間，生放送をするというスタイルで放送が行われました。アナウンサーとして非

常に貴重な体験を，その仕事を通して得ることができました。この番組の一番のポイン

トは，それまでの放送における方言の扱いというのは，共通語との違いを単語レベルで

とらえて，共通語と違うから，おかしいね，おもしろいねと言って笑ったり，あるいは

共通語と違う，それぞれのお国のよさがあるねと言って感心したり，単語レベルで方言

というものを見る。そして，きる。こういう接近の仕方がほとんどだったんです。それ

はちょっとおかしいのではないかというのが，この番組のもともとの企画の根幹にあり

まして，単語レベルで地域の言葉を見ないで，言葉には必ず発想，その言葉を使う人た

ちに独特な意識や発想，横文字で恐縮ですが，マインドというものがある。ドンマイの

マインドです。発想・意識・マインド，そこを見よ。こういう番組としてやったわけで

す。したがって，この番組の中では，大阪の言葉を使う人たちに独特な意識や発想やマ

インドというものが様々なかたちで紹介されました。そういうものを大いに活用してい

こう。そういうススメにこの番組がなったということが一つの側面としてあります。も

う一つは，たまたま大阪という地域を言葉として照らしだしたわけですけれども，その

考え方というのは，べつに大阪でなくても，仙台であっても，札幌であっても，福岡で

あっても，沖縄であっても，それぞれの地域の言葉があり，その言葉を使う人たちに独

特な意識や発想やマインドがあるんだから，そこにもっと光を当てて，それを活性化し
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ていったらどうなるか。たぶん地域がものすごく立ち上がってきて，それぞれが発信を

始めるおもしろい日本になるんじゃないか。こういう提言も番組を通していたしました。

まとめますと，レジュメにあるとおり，大阪の言葉の背後にある，「発想・意識・マイン

ド」というものに光を当てた。もう一つは地域。それぞれの地域文化というものがこれ

からもっと元気になっていくべきである。また，そうなっていくであろう。こういうこ

とをある種の予言性をもたせてアピールをした番組ということになります。13 年たちま

した。地域の文化ということに関しては，御承知のとおり，先般も道州制の具体化とい

うことがまた議論になってくるなど，地方分権ということがその後，不十分なところは

非常に多いですけれど，私たちの意識の中でかなり明確に位置づけられるようになって

きました。地方分権。地域々々でこれからやっていく。大きな政府から小さな政府へと

いう言葉とシンクロするかたちで，並行するかたちで地方分権ということが，13 年前の

この番組の中でアピールしたことが，今，現実のものに少しずつなりつつあります。し

かし，いちばん訴えたかった，どの地域にもある独特な発想・意識・マインド，それに

光を当てよ。つまり，認識をしよう。認識をしたら，それを活用して，新しい文化をそ

れぞれの地域から発信していこう。これが地方分権にもつながっていくわけですが，そ

の独特な意識・マインド・発想というものに対して，認識をもって，深めて，活用して

いくというところに関しては，まだまだこれからの課題ではないかなと思っております。

では，それに光を当てて，認識をして，活用していくとどうなるかということを，その

番組の中で扱った大阪の言葉を例に御紹介をしようというわけです。私が驚いたのは，

例でレジュメの中に挙げてありますが，様々ありますが，典型的な例として，ここに「言

え」という命令形を挙げてあります。大阪の言葉で「言いなさい・言え」という言葉の

変化形は実に様々あります。東京すなわち共通語と考えてよろしいかと思いますが，「言

え・言えよ」「言って・言ってよ」「言いなさいよ」などなど，変化形は数え上げていく

と 10 種類前後は出てきますが，そこから先は出てこないですね。ところが，大阪の言葉

は次から次へと出てきます。基本的なかたちの段階から，すでに東京よりも多彩です。

「言え・言えよ」。私は大阪の生まれ育ちではありませんので，アクセントやイントネー

ションは御勘弁ください。「言え・言えや」「言い・言いな・言いや」「言うて・言うてえ

な・言うてや」。これが基本形と言われているものです。それから，これに「んか型」と

いうのがありまして，「言わんか・言わんかい・言わんかいな・言わんかいや」「言いん

か・言いんかい」。イインカイというと委員会みたいですが，「言いんか・言いんかい・
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言いんかいな・言いんかいや」「言うてんか・言うてんかいな・言うてんかいや」。その

ほかに「なはる型」というのもある。あるいは「しまへんか型」。「なはる型」というの

は，たとえば，「言いなはれ・言いはなれや・言いなはらんか・言いなはらんかいな」。

みんなちょっとずつ違うんです。それから，「しまへんか型」は，「言うとくなはらしま

へんか」，あるいは「言うとくなはらしまへんかいな・言うとくなはらしまへんやろか」。

全部で 30 以上，数え上げるとあるんです。これはどういうことを意味しているかという

と，「言ってください」ということを言うための選択肢がたくさんあるということです。

私が大阪の言葉を使いこなせる人間で，誰かと対したときに「言いなさいよ」というこ

とを言う。この場面の中でどれを使うといちばんいいかということをパーッと大阪の人

は計算するわけです。そして，「言うてんかいや」という言葉に決めたら，それを出す。

「言うてんかいや」はその場面の中では実にピタリと決まる。こういうふうな豊かな選

択肢をもっている。これはとらえ方によっては曖昧
あいまい

ということです。曖昧な中で相手と

向き合いながら，相手の気持ち，今流の言葉でいうとニーズ，ニーズがこれだと思うと，

「言ってくれはらしまへんやろか」というのを出す。相手のニーズにピタッと合うもの

を，たくさんあるものの中から出す。こういう発想・意識・マインドをベースにした言

葉の準備があるわけです。大阪の人に対してよく，大阪の人間は曖昧だという一方で，

大阪の人たちは合理的だ。矛盾した評価があるのは，実はここに原因があるんじゃない

かなと思いました。たくさん選択肢がある。それのどれにしようかなというときは曖昧

なんです。けれども，相手のニーズを見つけた途端に合理的になる。だから，曖昧と合

理が共存しているわけです。こういう非常に複雑な文化を持っている大阪の言葉です。

これを言葉を変えて言うと，相手のニーズに対して極めて敏感だということです。いつ

もニーズを見ながら，それに合う言葉を中から繰り出してくる。ニーズの海の中に泳ぐ。

その手立てとして大阪の言葉が様々用意されている。大事にしているのはニーズなんで

す。そのニーズはくだらないニーズもあるんです。けれども，大阪の人たちはくだらな

いニーズを相手が持っていても否定しません。どんなにばかばかしいニーズであっても

否定しないで，それにきめ細かく応える。こういう文化を持っています。今度はビデオ

です。さっきみたいなちゃちなことではなくて，一応ビデオを御覧いただきますが，映

像はちゃちです。なぜかというと，私が撮ったので，アルコール中毒ではありませんが，

ちょっと震えております。ちょっと出していただけますでしょうか。最初は大阪の大正

区というところにあるバスの停留所から御覧いただきます。 
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＜ビデオ上映＞ 

 これは大阪市交通局が運営しているバスで，市バスです。大正区のバス停です。大変モ

ダンなつくりになっているバス停で，当然，雨，風がしのげるようになっておりますが，

ここでびっくり仰天有頂天。昔そんな歌がありました。なんと，御覧ください。緑の丸

がついていますね。あそこにバスがいるんです。なんと１，２，３，４，５，６，７。

駅の数で言うと八つ，八つ前の駅から表示しているんです。今バスがどこにいるかとい

うことが分かるようにしてある。こういうことは東京ではやりません。大阪だけの文化

です。八つ前の駅から表示をしている。 

＜ビデオ上映＞ 

 さて，次は何でしょうか。今度はやはり大阪市の地下鉄です。市営地下鉄，券売機。こ

れは最近，東京などでも多くなってきましたが，硬貨はまとめて。一つひとつ硬貨を入

れるのではなくて，こうやって投入口が大きいんです。したがって，まとめてガバッと

入れることができます。どうしてこういうものを開発したかというと，そういうニーズ

があったから。お年寄りなどが１個１個入れていくと，後ろに行列している人からしか

られる。まとめて入れるようにしてくれよ。へい，分かりましたというので，もちろん

大阪弁で言うわけですが，そういうのを開発。 

＜ビデオ上映＞ 

 これは駅のホームですが，今電車がどこへ来ているかという表示があります。これは東

京でもごく一部で前の駅のものが表示されるようになったところがありますが，まだこ

れは東京までは来ていません。 

＜ビデオ上映＞ 

 これは大阪梅田の交差点です。向こう側が阪急百貨店で，左側が大阪駅ですが，上のほ

うを御覧ください。あと何秒待てば変わるかという待ち時間の表示があります。わずか

30～40 秒。大阪の人はせっかちなんです。向こうの表現で言うと「いらち」と言います。

大阪の人はいらちなんです。いらちだから，信号が赤に変わってしまったら，イライラ

するんです。まあまあというので残時間を出して。三つ四つ御覧いただきましたが，ど

のニーズも，おそらく東京でこういう要求を出しても，では，東京都の交通局がそれを

取り上げて開発するかというと，絶対にしないはずです。ところが，大阪の交通局は開

発するんですよ，何千万円もかけて。硬貨の投入口の大きいものに関しては，やはり何

千万円もかけて開発をして，御丁寧にスプレーも開発しました。何のためのスプレーか
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というと，悪いやつがいるのを最初から想定しているわけです。ガムを詰めるやつがい

るにちがいない。すると，大変なことになるわけです。ガムを詰めても大丈夫なように

スプレーを開発した。スプレーをシュッとやるとガムがクッとなるので，あとは棒でつ

つくと中へポトンと落ちる。それまで開発する。細かい，ばかばかしいようなニーズを

ちゃんと積み上げて，おカネをかけてああいうものにしていく。そういう中から，皆さ

んが毎日毎日お使いになっている自動改札機なども向こう発で生まれてきているわけで

す。細かいニーズを否定しないで，きちっきちっと対応していく。そういう意識・発想・

マインドというのは，さっき御紹介した「言え」という言葉の命令形一つ見ても見えて

くるわけです。今のはまだ皆さんがお笑いになるような事例でしたけれども，そういう

ニーズをくみ上げて，それに細かく対応することによって，実は戦後の日本の経済とい

うのは相当支えられてきた部分があります。これは堺屋太一さんから伺って，なるほど

なと思ったんですが，戦後生まれた新しい業種業態の３分の２は，大阪を中心とする関

西発なんです。例を挙げておきましたが，スーパーマーケットがそうです。大阪千林の

駅前（京阪本線）の店からスタートしていきましたけれども，スーパーマーケットとい

うビジネスモデルというのは関西発です。それから，プレハブ住宅。セキスイなどがそ

うです。私鉄の沿線開発。これは阪急が最初にやりました。線路を敷いて，そこに住宅

街をつくり，文化施設の宝塚もつくられました。鉄道を敷いて，その周りを文化開発も

含めてやっていくというビジネスモデルです。ビジネスホテルもそうです。新阪急ホテ

ルが日本最初のビジネスホテルとして生まれるというように，ニーズをくみ上げて産業

化していくということまで結びついていて，御存じのとおり，戦後の日本の社会という

のは，スーパーマーケット一つ取ったって，非常に大きく支えられているわけです。も

とは小さな，ばかばかしいようなニーズ。それに細かく対応するということが産業化さ

れていった例です。これは番組を通して大阪の言葉を例にやったんですが，決して大阪

だけではないはずです。いろいろな地域にそういう独特の意識・発想・マインドという

ものが実はある。とくに戦後，共通語だ，標準語だという中で，方言はみっともない，

だめだ，隠そう。首から方言札というものをぶら下げて，撲滅しようということまでや

りましたので，そういう発想・意識・マインドまで一緒くたにして私たちは捨ててきて

しまいました。ところが，それにもう１回光を当てて立ち上がらせていったら，果たし

てどういうことになるか。非常におもしろい日本ができてくるのではないかなというの

が，この番組の基本的なメッセージであります。ただ，現状はそれが各地域にまだ埋蔵
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されているだけなんです。それをいかに資源として生かしていくか。こういう提言をし

たつもりですが，13 年前にその放送をしたあと，悪いことにグローバルスタンダードの

時代になったわけです。そうなるとまた効率化，論理論理という時代になってしまいま

した。地方分権ということは，その後，政府が調子悪くなりましたので，世の中で議論

の対象になりましたが，なかなか発想・意識・マインドまで私たちの気持ちが動かなか

ったというのは，そういう理由があったと思います。でも，ここへ来て，やはりそうい

う発想・意識・マインドの重要性というものが注目され始めてきております。2000 年に

至るまで，90 年代はとくに日本人の曖昧さというのはろくなことがない。ノーパンしゃ

ぶしゃぶとか，官官接待とかいうことが議論されている中で，腹芸とか，根回しとか，

どうも日本人のコミュニケーションはろくなことがない。ああいうのは全部やめましょ

う。すっきりさっぱり，何でも契約書でもっていきましょうというふうな風潮になって，

曖昧というのは全部悪いんだというふうに一緒くたにされてしまいました。でも，本当

に曖昧が全部悪いのか。確かにそのときやり玉に上げられた腹芸，一部の根回し，そう

いったものは私たちのコミュニケーションを長い目で見るとむしろ阻害する要因になっ

たことは確かです。だから，悪い曖昧性，気をつけなければいけない曖昧性も確かに一

方でありますが，いい曖昧性もあるわけです。非常に貴重な，私たちの文化資源として

の曖昧性というのは，さっき言った，30 もいろいろなものを用意している曖昧性という

のは否定されるべきものでしょうか。そうではないですね。そういうものはむしろ生か

していく。そういう曖昧性もある。そういう曖昧性に実は世界が期待をかけているとい

う例として，ちょっと図式的で恐縮ですが，モナリザの写真を用意いたしました。これ

は数年前にモナリザの模写の作品を中心として「モナリザ 100 の微笑」という展覧会が

開かれました。そのときの図版から活用させていただきましたが，そこに出ているカラ

ー図版はいずれもモナリザの模写です。 世界の名画モナリザを様々なプロが模写をし

て，自分の勉強にした結果ですけれども，不思議なことにモナリザを模写すると，どこ

かの誰かになってしまうんです。いちばん左のものは典型的です。どこかにいる人でし

ょう。隣のミヨちゃんではないのですが，どこかの誰かなのです。いちばん右が原典に

近いですけれども，これでも何か特定できるような感じがあります。そのほかのものも

どこか実在の人物の感じがいたします。ところが，本物のモナリザはどこの誰でもない

のです。つまり，普遍性を持っているわけです。どこの誰でもない。裏返して言うと，

どこの誰でもある。究極の曖昧なのです。あれが女か男か。レオナルド・ダヴィンチの
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自画像，素描が残っていますが，あれを当てはめてコンピューターで反転させると，モ

ナリザの顔にぴったり重なります。つまり，あれは自画像である可能性が非常に高い。

とすると，男ですね。男か女かも分からない。後ろの風景。あの風景はどこにもないの

です。英語でいうとノーウェア。イタリアにあるかと学者が全部調べましたが，ない。

どうやら海底の地形らしいですが，特定できないのです。特定できないという曖昧性を

風景も持っているわけです。だから，世界の人たちが人類の宝としているわけです。あ

らゆる面でモナリザはほほえみも含めて曖昧です。その後の評価では，一時，さげすむ

笑いというふうにとらえている人もある。今はどうでしょうか。慈母のような温かみの

ほほえみとみんな取っていますけれども，あの絵が生まれた当時は悲しみに満ちたほほ

えみなんです。ほほえみ一つ取っても様々に受け止めることができる曖昧性を持ってい

るわけです。このモナリザに象徴されるように，実は世界の人たちは曖昧性が本当は好

きなんです。だから，世界の名画になる。事実，日本のアニメーション，アニメが世界

中でもてはやされております。日本では自動車とか，工作機械とか，デジカメとか，家

電などが輸出産業だと思われているのですが，実はゲームやアニメの占めるウエートは

非常に高いものがありますし，ますます高くなっている。アニメーションの登場人物，

キャラクターに対して欧米の人たちがどういう評価をしているかというと，クールだと

いうのです。クールというのは，カッコいい，頭がいい，優れている。それはたとえば

ポケットモンスター。カードでいくと 40 億万枚売れているそうです。ビデオも 500 万

本。あのポケットモンスターが出てくるピカチュウ。しゃべらないのです。ピカチュウ

という，そのイントネーションで周りの人が全部分かる。いわゆる以心伝心，あうんの

呼吸，それがヨーロッパ，アメリカの若い人たちのあいだでクール，カッコいい。いち

いち言わなくったってみんなが分かる。そういうコミュニケーションて何だろうと思わ

れて，アニメーションがもてはやされている。こういう事実からいっても，私は日本人

が持っている独特な発想であり，それがアニメの中にはからずも出てしまっているわけ

ですが，曖昧性，横文字で恐縮ですが，ファジーなところというのはこれから大いに可

能性があるのではないか。そういうコミュニケーションというのが，むしろ世界が待っ

ている。「大阪弁でしゃべるデー」も実は「大阪弁でしゃべるデー  大阪弁は世界を救

う」という副題をつけておりましたが，これは，ちょっとお笑いの要素も入れたわけで

すけれども，でも，半分，ポリシーでした。曖昧は世界を救う可能性があるということ

を冒頭私はお話をして，今日このあとの議論の中でも展開をしたいと思います。議論と
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しては曖昧ではなくて，できるだけ論理的にやるつもりですので，よろしくお願いいた

します。ちょっとオーバーしましたが，どうもありがとうございました。 

司会  小池さん，どうもありがとうございました。次の御発表は常葉学園大学教授清ルミ

さんの「健全なコミュニケーションを模索して」です。では，よろしくお願いいたしま

す。 

 

「健全なコミュニケーションを模索して」清 ルミ （配布資料：p.３～９） 

清  こんにちは，ただ今御紹介に預かりました常葉学園大学の清でございます。よろしく

お願いいたします。常葉学園大学というのは静岡県にございます小さな小さな私立です。

そこで私は異文化コミュニケーション論と日本語教育学を教えております。今までに日

本語教育では，約 90 カ国の外国人に日本語を教えてまいりました。ほんとに身分も年齢

も多種多様な，外国人を教えてまいりました。現在は経済産業省と欧州連合の合同プロ

グラムでありますビジネスパーソンに対する人材トレーニングがあるんですが，その研

修の中の日本言語文化研修というものの責任者を兼職して 18 年目です。今日はその中か

ら得た知見，そして，もう一つは，最近私が担当させていただきましたＮＨＫの日本語

講座がございます。それをつくるにあたりまして，インタビュー調査をいたしましたの

で，その結果などから得られた知見をもとに，経験的にお話をさせていただきたいと思

っております。よろしくお願いいたします。まず，今日の発表のポイントですけれども，

白黒つけないものの見方と婉
えん

曲表現の重要性ということと，ちょっと対照的に見えるか

もしれませんが，摩擦を恐れない不満表示とその受容の重要性ということです。全く逆

のことを言っているように思われるかもしれませんが，この２点に絞ってお話をさせて

いただきます。 まず，１点目ですが，白黒つけないものの見方というところですけれ

ども，多文化関係学会という学会がございまして，そこのニューズレターに竹中智泰氏

が「『異』『多』再考・東洋的思惟
い

の視点から」という論文を載せています。それを引用

させていただきます。その論文のタイトルが「『異』や『多』の区別を建てない思惟方法」

です。これは異文化理解とか多文化共生といわれているときの「異」とか「多」です。

そういうものを立てないでものを見る見方にもう一度立ち返らないかということを提唱

しています。どういうことかといいますと，たとえば，西洋思想はキリスト教文化に裏

付けられていますが，主，客，光と陰というような二項対立，二元対立の世界なわけで

す。ですから，白か黒かはっきりさせます。それに比べまして東洋思想のほうは，これ
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は仏教思想に基づいていますが，主とか客というのを，分かれる以前，未分というそう

ですけれども，未分以前に触れるということ，一なるものという根源的な存在を重んじ

るということを大事にします。これは古代のインド思想，それから，中国の老子，日本

で言うと鈴木大拙の思想などがそうですけれども，そこでいわれていることというのは，

万物同根，すべてのものは根っこは同じである，一つであるということです。「異」とか

「多」ということを言う前に，つまり，違うということを言う前に，同じであるという

ところから発していかないと，やはりおかしくなっていくのではないかということです。

私が異文化コミュニケーションを教える際，隣の人とも異文化だということを発見させ

るところから始めたりします。お雑煮の例を出したり，いろいろお互いに発見学習をし

ていくのですけれども，その前に，まず，同じであるということを押さえないと非常に

危ない方向に行くということだと思います。哲学者の西田幾多郎もそうだったと思いま

すが，ヨーロッパの見方に相当ふれてきて，そのあとで東洋的な見方に立ち返っていま

す。今それがまさに必要ではないのだろうと私自身感じています。異文化とか多文化を

理解する前に，未分の状態にもう一度立ち返る必要性を感じております。先ほど小池先

生もふれられましたが，今指導要領の改訂に当たりまして，学校教育では力点が，ゆと

り教育の「ゆとり」から「言葉の力」へのほうに転換が図られています。これはないも

のが提唱されるわけです。ゆとりといわれたときには，ゆとりがないからゆとり教育と

いわれた。今は言葉の力がないので，言葉の力ということをあえていわれているのだろ

うと思います。今大学生を教えておりまして，ああ，変わってきたなと感じるんですが，

相当言語トレーニングがされてきている学生たちが入ってきています。どういうところ

で感じるかというと，ディベートをすると，「誰々さんの意見に反対です。なぜならば」

という言い方がよく聞かれるようになったということとか，それから，「誰々さんの言う

ことはこういうことですね。そこを確認しておきます。では，その次に質問に入ります」

というような言い方で自分の発言を始めたりします。私は新人社員教育も依頼されて請

け負うことがあります。新人社員教育といっても３年目ぐらいまでですが，そういう場

所で最近よく感じることは，敬語表現の語彙
い

レベルは非常にうまくなるのです。ところ

が，断りというロールプレイをすると，「それはできません」ということをはっきり言っ

てしまうというようなことがある。どういうことかというと，大学生も，新人社員もそ

うなんですが，聴き手への配慮を欠くのです。それがとても気になります。学校の教育

の中で言語技術ということが言われてきているのは，一面非常にいいことだと思います。
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ですが，その中で落としてきている部分，先ほど小池先生がおっしゃったような，ファ

ジーな，曖昧さの部分でいい部分もあったにもかかわらず，そこを押さえずしてアメリ

カ式のものをそのまま取り込んでしまった。かたちだけを取り込んでしまった弊害があ

るのではないかということを感じております。今私が教えている言語文化教育に来てい

るビジネスパーソンは，どういうことを言うかというと，確かに日本式の決定というの

は，意思決定までの時間の長さとか，会議の長さとか，誰が責任者かよく分からないと

か，プロセスの説明が全くないとかいうのは本当にいやだ。イライラさせられることは

多い。しかしながら，彼らが言う利点というものにこういうものが挙げられます。たと

えば，よく出張で日本に来るそうですけれども，日本に来ると優しい気持ちに自分がな

れる。それは英語で日本人と話をしていても，言葉がなくても同じである。自分が日本

にいると，自分が温かな心の持ち主だと思えると言います。これは日本人とコミュニケ

ーションを図った上での感想だと思います。それから，Ａもいいし，Ｂもいいけれども，

Ｃがいいというような表現方法を日本人がよくとる。要するにチューリップの歌です。

♪どの花見てもきれいだな♪というような，発想がいいなと感じるそうです。私は茶の

湯のコミュニケーションということで茶の湯に連れていくんですけれども，これはなに

も伝統芸術に触れさせるために連れていくのではありません。岡倉天心の『ブック・オ

ブ・ティー』をまず読ませて，その禅的な背景をとらえてからですけれども，コミュニ

ケーションの方法の一つとして説明をします。昔刀をはずして茶室に入った。今は時計

をはずす。時間を忘れる世界。三畳間，四畳半という小さなところでひざを突き合わせ

て，お互いにパーソナルスペースを非常に小さく取って，お互いに和気あいあいとそこ

で談笑する文化。そして，その中では畳のへりを隔てて，内と外の関係というのがはっ

きり分かれます。それから，ターンをするとき以外は，亭主の人はお客さまに対して決

しておしりを向けません。そういうことの一つひとつに相手への配慮というものがあり

ます。そういう非言語面でのコミュニケーションスタイルということをすべて説明して

いくんです。そうしますと彼らは最後のレポートでどういうことを書くかというと，我々

は日本人から多くのものを学ぶべきであるということを書いてきます。とくにコミュニ

ケーションのスタイルについてそういうふうに感じていってくれます。ですから，我々

はあまりにも欧米のものを崇拝しすぎて，いい面はいいと思うのですけれども，あまり

にもかたちばかり追いすぎてしまって，我々の中にある良さを見落としているんじゃな

いか。忘れ物をもう一回取り戻す時期に来ているんじゃないかということを強く感じて
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おります。同じようなことですが，ＮＨＫの日本語講座は今再放送されています。それ

は外国人のお嫁さんを主人公にしています。私が中身を作ったんですけれども，スキッ

トを書く前に 50 人ほどの静岡県に住んでいる外国人の花嫁さんにインタビュー調査を

しました。どういう日本語が必要か，どういうことが日本学校とかボランティア教室で

得られなかったか，どんなことに困っているかということを吸い上げて，それを番組に

反映させようと思ってインタビューしたんです。最初のうちは，特にありませんとか，

とくに困ったことはありませんと言うんですが，呼び水をすると，いろいろなことが出

てきます。特徴的に二つの傾向が見られました。一つは，後で述べますが，まず一つ，

日本人の思いやりのある表現方法を自分たちも使えるようになりたいということを強く

言います。それはなぜかというと，自分たちが住んでいる周りの人が使っている日本語

は分かる。けれども，そういうふうに言えない。だから，そういうやわらかい言い方を

自分も使えるようになりたいんだけれど，教えてくださいとボランティアの教室で言う

と，ボランティアの先生が，「そういうのはまだ難しいから，あなたはこれでいいです。

何々したいですという言い方でいい」と言われてしまうというのです。確かに日本語の

初級の教科書を見ても，婉曲表現は非常に少ないんですが，彼女たちは実際に地元に住

んで，家族の中でたった一人外国人で，日本人に囲まれて住んでいるわけです。そうす

ると，そういうものを頻繁に耳にしていますので，自分も同じように使いたいわけです。

それがいいと肯定的にとらえているんですが，教える側がそんなことしなくていいと言

ってはねてしまう。そこにギャップがあるということが分かりまして，そういうものも

番組に盛り込みました。彼女たちが挙げたものでいいというのは，たとえば「電話が遠

いんですが」というような言い方。「聞こえません」と言わない。電話が遠いと電話のせ

いにするような言い方をするとか，「行けたら行きます」というので期待をして待ってい

た。来てくれるんだろうと思って待っていたら，「行けたら行く」というのは断りだとい

うのにあとで気がついた。けれども，本当は行きたいんだけれど，行けなくてごめんな

さいという気持ちの表れだったんだというのが少し分かる。最初は腹が立ったけれども，

あとでそれはとてもいいということが分かった。そういう日本人の思いやり表現を自分

も使えるようになりたいというような意見が強く出されました。それから，「間に合って

います」。これは日本語教育で，要するに時間どおりに行くという意味の，「ああ，間に

合った。ああ，よかった」というような「間に合った」はもちろん教えます。そうでは

なくて，足りていますという意味の「間に合う」は，もちろん教科書に出てこないわけ
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です。ところが，そういう表現というのは普段よく聞くんです。そういうものもやはり

自分は知らなかった。そういう表現がもしあれば，いろいろなものを取り入れてほしい

というので，意識的に採り入れました。ビデオをちょっと御覧ください。二つ，スキッ

トを御覧いただきます。 

＜ビデオ上映＞ 

 ありがとうございました。今のところですけれども，「いつもお世話になってます」とい

う表現も，お世話にいつもなっていない人でも言いますよね，電話で（笑）。それから，

「毎度ありがとうございます」は，初めて買ったのにと外国人は思うそうですけれども，

そういうものも全部関係性を構築していく，継続するための言葉として大変大事だとい

うことで，番組ではたくさん採り入れました。そうしましたところ，昨年の９月 17 日に

朝日新聞に丸山タケシという方がテレビ構造改革というコラムを書いていらっしゃいま

す。その中で取り上げられまして，こんなふうに書いてくださいました。タイトルは「お

見事，主婦アンナさん」というタイトルです。アンナさんというのは今の主人公です。

「ここしばらくぼくの心をつかんで離さない番組がある」という書き出しで，最後のほ

うは「日本人の主婦も学ぶところが多い外国人妻アンナさん，かなり，やり手」。これで

終わりです。ということで，かなりアンナさんのことを気に入って見てくださっている

ようなんですが，アンナさんの産みの親としては非常にうれしかったんですけれども，

こういう見方を日本人の中でもしてくださる方がいる。日本人の方がけっこうこの番組

を見てくださって，自分たちも勉強になっているというふうに言ってくださいます。今

度は翻って逆のことなんですが，もう一つ言いたいことは，摩擦を恐れない不満表示と

その受容の重要性ということです。これは，どう言うか，どう聞くかのトレーニングが

大変重要になってくるかと思うんですが，現状では，腹ふくるる思いとか，みんな思っ

ているけれど，面と向かって言えないとか，そういうことって多くないでしょうか。た

とえば，いくつか例を持ってきましたが，時間の関係で一つだけ出しますが，ある地方

行政の国際交流の場で，現実にトラブルになっていることがいくつかございます。たと

えばこういう発表の場で使ったパワーポイント，今私もパワーポイントを使っています

が，これは本人の許可なく，ほかの人に簡単に流せますね。パソコンを使って，欲しい

という人にどんどん流してしまう。それから，そこで語られたことをテープおこしした

原稿を，本人に見せる前にネットで公開してしまったとか，テープおこしした原稿を，

その人のチェックなく報告書に載せてしまって，いろいろなところに配付をしてしまっ
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たというようなことで，話し手からのクレームもあり，読み手のほうも，話し言葉とい

うのは行ったり戻ったり，無駄が多いですから，非常に読みにくいということで，両者

からクレームがつくということがあるそうです。実はこれらのクレームというのも，み

んなが陰で言っているクレームを拾い上げて，勇気ある人が伝えたから伝わっただけで，

たくさんの発表者が同じことを思っているのですが，誰も言わない。行政が相手だから，

言いにくい。すでにかたちになってしまっているから言いにくいし，角が立つから言え

ないというようなことです。コミュニケーションを大事にしている国際交流の場ですら

そうですから，それ以外にも医療現場とか，私どもの職場でもいろいろな例があるので

すが，やはりみんなが腹にためているのです。そういう状況というのはいかに不健全か

ということです。また，最後の「臭いものに蓋
ふた

をする」というのは，コミュニケーショ

ンだけではなく，今の教育の中で，たとえば静岡県の例ですと，防空壕
ごう

がたくさんその

まま残っているわけです。そこで遊んで，その中で火災を起こしそうになった小学生の

ことが大きい問題になりまして，防空壕をふさぐべきである。行政が主導してふさいで

いくには予算がない。やっぱりふさいでほしいという親のほうの意見がありました。ふ

さいでどうなるものかということです。危険だといわれたら，ふさいでいけばいいのか

ということです。それよりも，危険だということを語り伝えていく。あそこで遊んでは

いけないよということを語り伝えていって，危険を未然に防ぐということが生きる力に

なる。ですから，刃物を全部なくさせればいいのかということですよね。そういう発想

にすぐに結びついてしまうところは，少し問題があるんじゃないかと思います。どうも

コミュニケーションというと我々はすごく極端に，さっき言ったような，ロジックとか，

論理性とかいうことを非常に大事にするか，あるいは極端に，今の方向で言うと，円満

で，いい関係のコミュニケーションを探るあまりに，摩擦を恐れてしまって，腹にため

込んでいる。その結果，最後のところでキレたり，自殺をしたり，爆発したりというよ

うなことになってしまうのではないかと思います。これは極めて不健全ではないでしょ

うか。これから私たちがやっていかなければならないことは，怒るべきときに怒りを表

すとか，クレームを建設的につけるとか，悲しいことは悲しいんだということだと思う

んです。そういう意味で「男は黙ってサッポロビール」の世界はもう古いんじゃないか

と思います。先ほどのＮＨＫの外国人のインタビューのときに，実は彼女たちからもう

一つ特徴的に出ましたことは，自分たちは不満をいっぱい抱えているんだ。自分のとく

に夫に対して，お姑さんに対して，保育士さん，周りの人たち，大人に対して，「私だっ
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てこんなにやってるのよ」と言いたいのに，それが言えない。なんでもかんでも日本人

並みを要求されて，ものすごく腹が立って，爆発したいんだけれど，爆発する日本語を

持っていない。だから，中国語でパーッとときどき爆発するそうです。そうすると御主

人がそばで見ていて，へらへらしていて，「えっちゃん，かわいいね」とか言われてよけ

い頭に来るんだけれども，怒りを表せないと言うんです。「頭にくる」という単語さえ知

らないんです。インタビュー中ただ，顔を真っ赤にして私に訴えている。その表情で私

のほうはそれを伝えたいんだなということを読み込んだわけですが，そういう人が山ほ

どいらっしゃいました。言えないんです。なぜ言えないかということですが，やはりい

ろいろなことがあって，言葉を知らないということ，それから，ボランティアとか日本

語学校で，それを言いたいから教えてと言っても，「けんかはしないほうがいい」とか，

「言わぬが仏だよ」とかいうふうに諭されてしまうということです。逆に我々が彼女た

ちから学ぶということもあっていいと思うんです。不満を出すということを習っていく

ということはあってもいいと思うんですが，どうも押さえ込んでしまう傾向が強いとい

うことと，教科書を見ても，感情表現が非常に少ないんです。不満だけではありません。

感謝を具体的に伝えるとか，それから，喜びを具体的に相手に伝えるというのも本当に

少ないんです。この番組にはそういうものも極力入れていったんですけれども，そうい

う点も一つだけ御覧いただけますでしょうか。 

＜ビデオ上映＞ 

 フィリピン人ですから，漢字が読めません。 

＜ビデオ上映＞ 

 夫婦げんかというあまり語学の教材にはないところですが，４週に１度だけけんかをさ

せています。そういうことで，ちょっと不満を放出する。それから，オノマトペ，ウキ

ウキとか，ハラハラとか，ドキドキ。こういうものも彼女たちはなかなか言えないんで

す。「うれしいです」は言えるんですが，「ウキウキ」が言えない。我々は非常に豊かに

そういうオノマトペを使って表現をしていることがありますので，そういうものもたく

さん盛り込みました。ということで，我々は彼女たちから学ぶところがあると先ほど申

し上げましたが，表出をしていく，とくに私から公に，それから，小さいものから大き

いものへ，子供から大人へ，下から上へ，それから，無力なものから権威のあるものへ

というようなところで，思いを封じ込めずに表出することが許される，閉じ込めずに許

される世界というものをこれから築いていく必要があるんじゃないかと思います。その
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ときに，どう出すかの問題と，どう受け止めるかという問題がとても大事だろうと思い

ます。これは異文化コミュニケーションでは非言語メッセージと言語メッセージ，同文

化の中の二人で言いますと，いろいろな研究がありますが，大体 70％ぐらいが非言語メ

ッセージで伝えるといわれています。それぐらい言葉に頼らないで伝えているもののほ

うが多いんです。ということで，非言語面の配慮も含めてどう受け止めるか，どう聞く

かということがとても大事になっていくのではないかと思います。まとめます。今日私

が申し上げましたのは，最初に言いましたように，東洋的な見方をもう一度見直す必要

があるのではないかということと，摩擦を恐れない不満表出を容認していく必要がある

のではないか。以上の２点です。どうもありがとうございました。 

司会 清さん，どうもありがとうございました。最後になりましたが，三つ目の御発表は，

立教大学教授箕口雅博さんの「コラボレーションとコミュニケーション」です。では，

よろしくお願いいたします。 

 

「コラボレーションとコミュニケーション」箕口 雅博  

（配布資料：箕口 p.10～16） 

箕口 皆さん，こんにちは。立教大学の箕口といいます。よろしくお願いします。私は立

教大学のコミュニティ福祉学部という学部で，社会福祉とか，精神保健福祉とか，そう

いう福祉領域の専門家，それから，臨床心理士といったような心理領域，そういう対人

援助にかかわる領域の専門家を養成するところで教えています。専門は，御紹介のとこ

ろにもあるように，コミュニティ心理学というものを専門にしております。 コミュニ

ティ心理学とはどういう学問なのかも含めて，これからお話ししていきたいと思います。 

今日お話しするポイントとしては，コミュニティ心理学の立場から，とくに今学校の中

にスクールカウンセラーが派遣をされて，各学校で活動していますけれども，そういう

学校でのカウンセリング場面において，コミュニケーションを成立させやすくするため

の環境づくりのポイントとは何なのかというところを中心にお話をさせていただきたい

と思います。キーワードとしては，コミュニケーション，コーディネーション，コンサ

ルテーション，コラボレーションといったような，すべて横文字の，大変不釣り合いで

すけれど，これからお話しするコミュニティ心理学のコミュニティという言葉も，日本

語としてまだ十分に定着していない言葉ではないかと思いますけれども，キーワードに

挙がっている言葉も，今までのお２人の先生方のお話にもあるように，なかなか日本語
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として十分こなれていない言葉，概念ではないかと思いつつ，お話をさせていただきま

す。今お話ししたコミュニティ心理学というのはどういう学問かというと，もともとコ

ミュニティ心理学が誕生したのはアメリカです。1960 年代のアメリカで誕生した学問で

す。1960 年代のアメリカの大統領はジョン・Ｆ・ケネディですけれども，そのケネディ

大統領が大統領教書を発表するんですけれども，その中で，それまでのアメリカのとく

に精神科の治療，精神障害者に対する治療が，非常に巨大な精神病院に閉じ込めておい

てというような，いわばかなり人権を侵害するようなかたちで治療が行われていたのを

改善しようということで，州立病院をすべて閉鎖して，そこに入院していた精神障害の

方を地域に戻して，地域の中でケアをしていこう。そういうところから地域精神保健と

いう活動が始まったわけですが，そこに一緒にかかわる心理の専門家たちが，自分たち

のアイデンティティというか，自分たちの役割というか，仕事としてコミュニティ心理

学という領域を立ち上げようということで生まれたものです。皆さん，カウンセラーと

いうのはどういう方か，ある程度イメージを持っていらっしゃると思いますけれども，

今まではもっぱら個人を対象に，個人の心の内面にかかわっていくというか，そういう

かかわり方を主な仕事にしてきたんですけれども，コミュニティ心理学では，個人もも

ちろん対象にしますけれども，それだけではなくて，個人を取り巻く人たち，それがた

とえば家族であったり，学校の先生であったり，地域の人たち，あるいはほかの領域の

専門家，そういう人たちと協力しながら，その問題を解決していこうという発想が根底

にあります。そういう意味でコミュニティ心理学は個人と環境をいわばつなぐ役割とい

うか，そういうつなぎ役として活動していく。それがコミュニティ心理学のいちばんの

ポイントになると思います。ということで，実際にこれからは学校の場面です。今我々

の学校で起きているいろいろな問題とか課題を考えていくと，たくさんあると思います。

とくに子供たちの不登校の問題はかなり前からありましたけれども，いじめの問題もそ

うですが，最近は学級崩壊という現象が全国でかなり起きています。それは要するにク

ラスの授業が成り立たない状況です。子供たちがクラスの中で勝手に歩いたり，教室の

外に飛び出したり，子供たち同士でトラブルを起こしたり，そういう状況が今実際の学

校，あるいは学級の中で起きているわけです。そういう問題をなんとか解決できないだ

ろうかということで，一つは，今から十数年前にスクールカウンセラーという制度を文

部科学省がつくって，予算をつけて，これまでは主に中学校にスクールカウンセラーを

週１日か２日派遣をしたわけです。実際に週１日，あるいは半日ですけれども，スクー
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ルカウンセラーが各中学校に行って，多くは学校の中に相談室をもらって，そこに相談

に来る子供に対して相談をするというのが基本です。実際の学校でそういう相談室をつ

くったとしても，そこに子供たちが自分の問題で相談に来ることは，多くはほとんどな

いです。そういうことから，スクールカウンセラーは学校でどういう援助というか，あ

るいはどういうサービスが提供できるかというふうに考えていくと，子供たちの援助を

ターゲットにするよりは，むしろ学校の先生とか，あるいは保護者とか，学校全体のい

わばシステムというか，環境というか，そこに働きかけていく必要があるのではないか

と思います。余談というか，ちょっと生々しい話ですが，実際にスクールカウンセラー

が今各学校に派遣されています。当然，報酬が出ているんですが，それの時給はいくら

ぐらいだとお思いでしょうか。この中に，自分のお子さんの学校にスクールカウンセラ

ーがいる，あるいはいたという経験をお持ちの方はいらっしゃいますか。手を上げてく

ださい。今お手を上げていただいた方，スクールカウンセラーは時給いくらぐらいもら

っていると思いますか。 

参加者 1200 円ぐらい。 

箕口 1200 円ぐらいですか。そうですね。実際は時給が 5500 円です。もちろん交通費が

つきますし，１日４時間，あるいは８時間，それだけの報酬をもらって働いているわけ

です。どうですか，感想は（笑）。 

参加者 いいお仕事ですね。 

箕口 そうですね。ただ，それは皆さんの税金ですよね。税金で払われているわけですが，

では，それだけの時給を払って，スクールカウンセラーはただ相談室に座っているだけ

ではほとんど何も起こらないです。子供がときどき遊びに来るぐらいのものです。それ

で時給 5500 円もらえる。すごくいい仕事ですね。けれども，そういうスクールカウンセ

ラーは，１年契約ですけれども，次の年は全く契約をクビになってしまうと思います。

では，スクールカウンセラーを十分に活用するためにはどうしたらいいのか。先ほど小

池先生のほうからニーズにどう応えるかとか，ニーズをどのように取り入れたらという

ことが言われていますけれども，スクールカウンセラーの多くは臨床心理士という資格

を持っている専門家ですが，では，それだけのお金を払って，学校側としてはスクール

カウンセラーにどういうことをやってもらいたいのか，あるいは保護者である皆さんが

スクールカウンセラーにどういうことを期待するかということを，ちょっと考えていた

だければと思います。悩みを抱えた子供に対するカウンセリングとか，支援とか，そう



 23

いうことが基本ではあると思いますけれども，そのほかに期待できることとして，たと

えば，ここに示してあるような，２番目の，学校の中で起きている実際のいろいろな問

題があります。そういう問題全体，学校そのものに働きかけていくというようなことが

一つ考えられます。それから，保護者に対する啓発，教育活動です。学校を取り巻く環

境への働きかけということです。実際に今スクールカウンセラーの人たちは，その学校

のＰＴＡの主催で，たとえば思春期の子供の心理とか，反抗期の子供に親としてどう対

応するかとか，そういうテーマでその学校に来ているスクールカウンセラーが保護者の

皆さんにお話をするということをやっています。それから，もう一つ必要なのは，学校

の先生というのはすごく大変なんです。やるべきことが非常にたくさんあります。授業

だけではありません。部活とか，そのほか。ぼくは週に１回ですけれども，町田市にあ

る町田市民病院の神経科で病院のクリニックもやっているのですが，そこにも学校の先

生がかなり受診をします。とくに新人の先生たちが最初はすごく頑張ってやるんだけれ

ども，とても対応しきれなくて，たとえばうつ状態になって病院に来るというような先

生たちが今増えています。そういう先生たちのメンタルヘルスの問題を支援していくと

いうことも重要になると思います。そのほかにも学校側のニーズはたくさんあると思い

ます。それにスクールカウンセラーはできるだけ応えていく。そのためには非常に多様

なというか，様々なニーズに応じたサービスを提供していく必要があるのではないかと

思います。一つの事例を出します。これは架空の事例ですけれども，中学１年生の男の

子で，２週間前から断続的に学校を休んでいる。３日前からは全く学校に来なくなって

しまった。そのクラスの担任の先生が家に電話をすると，お母さんは出てきてお話はで

きるんだけれども，その子とは直接お話ができない状態である。クラスの子供たちに家

庭訪問させても，その子は全く会おうとしない。要するに全くコミュニケーションがと

れない状態です。そういう状態にある子供に，とくに担任の先生が担任としてどのよう

にかかわっていったらいいだろうか，その子のことをどのように理解したらいいのだろ

うかというときに，スクールカウンセラーが登場するわけです。その場合，スクールカ

ウンセラーのやり方としては，いきなりその子に対して，スクールカウンセラー自身が

家庭訪問をしたり，あるいはその子に心理テストをしたり，そういうかかわり方はまず

効果がないというか，逆効果になってしまうので，一つはコーディネーションというこ

とですが，要するにスクールカウンセラーもその子とある程度かかわりながら，学校の

クラス担任の先生が家庭訪問をする，あるいはクラス担任ではなくて，たとえば，その
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子がよく保健室に来ていたとすれば，保健室の先生に家庭訪問をしてもらうというよう

なかたちでお願いをする。それから，もう一つはコンサルテーションという方法があり

ます。これは直接その子にスクールカウンセラーが援助をするのではなくて，スクール

カウンセラーがコンサルタントの役割をとるわけです。そして，学校のクラス担任の先

生がコンサルティー。その場合の２人のコンサルタントとコンサルティーの関係は，コ

ンサルタントは心理の専門家であるスクールカウンセラーです。コンサルティーのほう

は教育の専門家であるクラス担任，学校の先生です。その二つの異なる専門家同士が協

力し合って問題解決に当たるという方法です。最初に言ったコーディネーションを図式

に表すとこのような形になります。カウンセラーが生徒ともかかわりながら，学校の先

生，とくにクラス担任というのはその生徒にとってはいちばんかかわりが深い関係です

が，その担任の先生が生徒に援助をしていくというか，コミュニケーションをとってい

くということを協力を依頼するということです。これがコーディネーションというかか

わり方です。それから，コンサルテーションというのは，先ほど言ったように，カウン

セラーが生徒には原則として直接的にかかわっていくのではなくて，その生徒にいちば

ん影響力を持っているクラス担任の先生と一緒に話し合って，その先生が生徒をどのよ

うに理解して，どのようにかかわっていくかをできるだけ具体的な話し合いをしていく，

あるいは場合によっては助言をするというようなかかわり方です。それから，今日のテ

ーマであるコラボレーションというのは，さらにその関係を深めた関係です。ここでは

スクールカウンセラーと教師がチームを組んで，話し合いを重ねながら，生徒へのアプ

ローチの方針を考え，目標と計画を共有し，役割分担して計画を実行する。要するに役

割分担をきちっと分かって，それぞれの専門性の中で，その生徒とかかわっていくとい

うことです。それがコラボレーションです。日本語に訳すと，コラボレーションという

のは最近割といろいろなところで使われるようになりましたけれども，協力の協という

字と働くという字の協働です。ともに協力し合って何かをなし遂げるというか，それが

コラボレーションという言葉の中に含まれている意味だと思います。コラボレーション

がうまく実行されると，スクールカウンセラーと教師それぞれの専門性が向上する。そ

れぞれがいわば成長していく。新たな援助のやり方ができあがっていくということです。

そういう意味でコラボレーションですと，とくにこの場合はカウンセラーと教師が相互

の協力関係をもちながら，双方がそれぞれの専門性をもって援助をしていくということ

です。コラボレーションの要素として考えられるのは，お互いのまさにコミュニケーシ
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ョンにも通じる部分ですけれども，相互性です。それから，目標を共有しているという

ことです。それから，リソースの共有。リソースというのは，それぞれの持っているい

わば資源というか，役に立つ，使えるものです。役に立ちそうなものを共有する。それ

から，計画性というか，見通しを持つということ。それから，できるだけ対話をしてい

くというかかわり方です。その結果，先ほどの繰り返しになるかもしれませんけれども，

更新というのはちょっと分かりにくい概念ですけれども，要するにコラボレーションを

進めていった結果，自己に対する見方とか，自分自身の役割を改めてとらえ直すことが

できる。それがその次の専門性の向上にもつながっていくわけです。専門技術の向上と

か，コミュニティに新たなシステムを作るということです。それから，コラボレーショ

ン参加者にお互いの一種の共同体が成立する。参加者それぞれをサポートするような共

同体が継続的に，その後，コラボレーションを進めていく結果，そこに継続的にそうい

う共同体が成立することがいわれています。それでは，コラボレーションをしていくた

めに求められる技術としてはどういうものがあるかということですが，一つは，これは

資料には載っていませんけれども，対人関係の技術があります。それから，問題解決を

していくための技術。組織を扱う技術です。それから，グループを扱う技術です。それ

から，文化的な差異，あるいは共通点を認めつつ関わっていくということです。また，

先ほども清先生の中でちょっと触れられましたけれども，倫理的，専門的行動です。要

するにそこでお互いに得られた情報をどのように共有するのか，あるいはそこで得られ

た情報をどのように守っていくか。守秘義務とか，そういうことをきちんと守っていく

ことが必要であるということです。それから，コラボレーションについてはたくさんの

研究がなされているのですけれども，そこでいちばん共通していわれていることが，コ

ミュニケーションをいかに進めていくかというか，コラボレーションをしていく上でコ

ミュニケーションの技術が共通して非常に重要であるというふうに指摘されています。

そういう意味で今までの話をまとめてみますと，学校カウンリングにおいては，学校と

いう場，いわば環境を，生徒，保護者，教師にとっていかに生活しやすいものにしてい

くかという視点が重要となります。つまり，それは言い換えれば，お互いがコミュニケ

ーションしやすい場をいかにセッティングしていくか，作っていくかということではな

いかと思います。これも資料にはないのですけれども，コミュニケーションというのは

コラボレーションが成立するための基本的な要素であり，技術であるというふうに言え

るのではないかと思います。最後に，ぼくがいつも学生たちに言っているコミュニティ
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心理学のキャッチフレーズがあるので，それを皆さんにお示ししたいと思います。軽快

なフットワーク，綿密なネットワーク，そして，少々のヘッドワークです。ヘッドワー

クは少々であることが重要である。フットワークとネットワークを最大限に生かしてコ

ラボレーションできる専門家に育ってほしいというふうに学生たちには常に言っていま

す。以上です。ありがとうございます。 

司会 箕口先生，ありがとうございました。それでは，これでお三方の御発表が終わりま

した。これから休憩に入ります。時間が 10 分ほど延びておりますので，あちらの時計で

3時 30 分まで休憩をとりたいと思います。それから，先ほど申し上げましたが，この時

間内で質問票を集めたいと思います。係の者が回りますので，そちらのほうにお渡しく

ださい。それから，ロビーのほうで本の展示や販売もしておりますので，そちらも御覧

ください。それでは，よろしくお願いいたします。 

＜休 憩＞ 

 

【ディスカッション】 

司会（熊谷）それでは，後半に移りまして，ディスカッションに入ってまいります。後半

は先ほどお話しいただきました小池先生，清先生，箕口先生，そして，国立国語研究所

所長の杉戸という構成でお送りいたします。私，熊谷が司会進行を務めます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。まず，ディスカッションの始め方としまして，休憩時間にい

ただきました，前半のお話についての質問にお答えするというかたちで始めたいと思っ

ております。質問，たくさんお寄せいただきましてありがとうございました。それをい

ろいろ見ましたところ，かなりの人数の方々が，三つのお話の中に出てきた，はっきり

ものを言うとか，論理的にものを言うということと，あとは婉曲的にというか，相手と

の関係も気にしながらものを言うということの兼ね合いはどうするか，具体的にどんな

ふうにしていったらいいんだろうというような質問をお持ちでした。そのことはまた，

あとの議論の部分で具体的に３人の先生方にもお話しいただくということで，まずは，

少しそれとは違った部分の質問を，それぞれの方々から，大体５，６分程でしょうか，

選んで，たくさんありますので，もしかして全部答えきれない場合はお許しいただきた

いのですけれども，そんな感じで，小池先生から順にお答えいただければと思います。 

小池 私がちょうだいした御質問は，資料の出だしのところに関して，導入のところで「ギ

スギスする論理性ではなく，「のびのびできる合理性」について」であるという言葉があ
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ります。そこの意味がよく分かりませんでした。具体例を教えてくださいという御質問

です。こういう御質問をいただくということは，私の話がちっとも伝わっていなかった

（笑）ということになってしまうわけで，大変答えにくいのでありますけれども，「ギス

ギスする論理性」というのは，ニュアンスとして，あまりいい感じを持っていないなと

いうことは受け止めていただけると思います。実はここに参加するにあたって，なぜか

昭和 40 年ごろ私が読んだ『人間の建設』という本を一通り読み返しました。それは岡潔

という数学者と小林秀雄の対談です。なぜその本を手にしたかというと，ちょうど今，

藤原正彦さんという方がときめいていらっしゃいまして，お茶の水女子大学教授で，数

学者です。大変社会的な問題について，教育について発言をし，それが支持されていま

す。『国家の品格』という新書がベストセラーになっております。数学者が世の中のこと

について発言するということは非常に大事なんですけれども，必ずしもそんなにしょっ

ちゅうない。そういえばというので，昭和 40 年ごろ出ていたその本を引っ張りだしてき

て読んだわけです。岡潔さんが中で言っていて，ああ，当時そうだったなとつくづく思

ったのですが，アメリカは麻薬に走る人間が非常に多い。あれは論理々々，理性々々で

ギリギリとやられていて，そっちのほうに走っていくのであるというようなことをあそ

こでは言っていました。やはり論理，理性というのはそういうところがあると思うので

す。同じ本の中で小林秀雄はこういう言葉を言っています。あらゆる角度から弾が飛ん

できてもいいように，いろいろなメモを私は作ってきました。したがって，どこに書い

てあるかが分からないのでして（ 笑 ），大変大きな欠点を……。小林秀雄はその本の最

後のほうで，「愛情には理性は持てるが，理性には愛情は行使できない」という小林秀雄

らしい言い方をしています。論理とか理性というものは，愛情にはそういうものが持て

るけれども，論理とか理性は愛情を行使できないという言葉をその中で言っていますが，

どうもやはりその当時から，小林秀雄とか岡潔さんというのは，論理というものに対し

てすぐに飛びつかないで，それが数学者であるというところが非常におもしろいなと思

いました。「ギスギスした論理」の話に戻らなければいけないのですが，アメリカのそう

いう社会を連想していただければお分かりいただけると思うんですが，たとえば夫婦の

あいだで別々に弁護士を雇って，いつ何どき離婚の話になってもいいようにということ

で訴訟社会になっているわけです。それが論理，論理でずっと社会や国をつくっていっ

たときの最終的な姿になっているのではないかと私は思います。そういう弁護士社会，

訴訟社会にこれからの日本が向かっていくのだろうか。論理的な人間を育てるんだとい
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うのがまた学習指導要領の中で出てきていますけれども，果たしてそういう論理論理で

いいのか。むしろギスギスした妙な社会ができてしまうんじゃないか。そういう危惧を

持っています。日本人は非論理的な人間が多いというふうにこれまでも言われてきまし

たし，あうんの呼吸や以心伝心や腹芸などが全部否定される中で，曖昧な表現というの

が打ち捨てられようとしてきたわけです。けれども，今日，大阪の言葉を例に御紹介し

たとおり，合理的なんですよね。合理性を持っているんですよ。ファジーだけれど，曖

昧だけれど，相手のニーズを発見した瞬間には合理なんです。ひところ，ファジーな掃

除機というものがありました。ファジーな掃除機というのは，ウィンウィンウィンと回

転しながら，ごみがあるところになるとビューンと回って吸うのがファジーな掃除機で

す。あれなんですよ。ここぞと思ったら，合理性に転換するのがファジー。掃除機の場

合はそういうものでしたけれども，私は合理性というのはそういう肉付けを持った，血

肉が通った論理と言いましょうか，その中に論理が入っているんだけれども，理にかな

っている。そういうコミュニケーションを日本人は大事にしてきたはずで，それをある

ときから否定に回ってしまったために，様々な問題が引き起こされている。合理性のあ

るコミュニケーションというのは，実は私たちの中から出てきたものだから，本来，合

理性のあるコミュニケーションを交わしているときが，私たちがいちばん身も心ものび

のびできるはずだという意味合いで，「ギスギスした論理性」ではなく，「のびのびとし

た合理性」についてであるというふうに申し上げたわけです。ただ，「のびのびとした合

理性」，身も心ものびのびできるというのは，ただ放っておけばそういうふうになるとい

うふうに勘違いされやすい。日本人だから，アジア人だから，放っておけば自然にそう

なるんだ，努力しないというふうに勘違いされやすいので，この後の議論の中で是非，

そう簡単にそれが実現できたり，身についたりするものではないということは申し上げ

たいと思います。そのような意味合いでこの言葉を使ってみたわけです。少しは伝わり

ましたでしょうか。大変に申し訳ございませんでした。 

司会（熊谷）ありがとうございました。それでは，清先生。 

清 たくさん御質問をいただきましてありがとうございます。私は不満表出の問題と摩擦

を恐れないというところに対してたくさんいただきました。これはのちほどディスカッ

ションで触れさせていただきます。それ以外のものは大きく分けますと二つに分かれま

す。まずは，日本語教育からのお立場からの御質問が３点，それから，異文化コミュニ

ケーションサイドのものが２点ございます。まず，日本語教育のほうからお答えいたし
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ます。50 代の方から，仕事にしろ，ボランティアにしろ，外国人に日本語を教えるとい

うことに関心がある。どのような勉強をしたらいいか。それから，年齢的に遅いかとい

う御質問なんですが，決して決して遅くありません。人間長くやっていらっしゃる方の

ほうが，それだけ厚みのある人生経験に裏打ちされた支援がおできになるんじゃないか

と思います。ですから，やりたいと思ったときがスタートのときだと思います。そのた

めの勉強の方法はいろいろございますが，アルクという出版社から『月刊日本語』とか，

『日本語教師読本』という本が出ています。まず，そういう出版物に最初ざっと目をお

通しになって，それから，ボランティアのセミナーなどにいらっしゃると，大体どんな

ふうにしていったらいいかがお分かりになるんじゃないかと思います。それから，これ

は日本語教師の方で，日本語教育をするには，相手の方の母国語の理解度はどの程度必

要かという御質問なんですが，それはもちろん 100％というか，理解できるに越したこ

とはないと思います。ただ，必ずしもがそれが絶対に必要かというと，そんなことはな

いと思います。やはり相手の困っていることに対して，どれぐらい自分自身がそれを受

け止めることができるのか。全く言葉が通じないところでは難しいと思いますけれども，

もし誰か立ってくれる通訳がいるとか，あるいは相手なり自分なりが，つたない言葉で

あっても少し会話ができるのであれば，あるいは媒介語として英語が使えるのであれば，

問題ないだろうと思います。言語ができないから日本語教育ができないということはな

いと思います。ちなみに私の場合外国語は不得手です。日本語もおぼつかないというよ

うなところですけれども，問題ありません。それから，外国人の方からの御質問で，私

の発表のポイントが日本語の習得度と，それから，外国人の出身の地域等の関連はどう

かという御質問ですが，習得度と私の発表のポイントはあんまり関係ないと思います。

たとえば初級レベルの日本語であっても，その中で十分できることだろうと思います。

それから，地域との関連でいうと，もちろんステレオタイプ的にものを見てしまうのは

あまりよくないんですが，ある程度の傾向はあります。たとえば私は 18 年間，ＥＵの方々

との仕事をしてきましたが，あとから加盟してきたフィンランドという国があります。

フィンランドの言葉の表現は日本語に比較的近いんです。彼らは「湖の周りを回る」と

いうふうに言います。湖の周りを回ってくる表現方法。要するに婉曲的に，丸く言うん

です。そういう表現方法をとります。それから，アジアで言うと，ミャンマーのような

国の方は日本人に比較的表現が近く，遠慮がちにものを言います。インドネシアも，人

前で不満表出をすることは恥ずかしいことだという文化のようです。ですから，そうい
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うところでは比較的日本語で同じような表現方法をとることは容易ではないかと思いま

すし，逆に言うと，文脈に頼らないで言葉に頼ってものを言っていくような言語のとこ

ろ，たとえば，ドイツ語とか，そういうところでは，心理的にまずバリアーがあって，

日本語のような表現方法をとりたくないというふうに思う方もいらっしゃいます。でも，

これはステレオタイプ的に見るとそう見えますが，最終的には個人差だと思います。日

本人の中でもいろいろな日本人がいるように，一人ひとりの問題ではないかと思ってお

ります。以上が日本語教育からの御質問でした。次に，異文化コミュニケーションの視

点からお二方いらっしゃいます。まず，非言語コミュニケーションの問題で，『人は見た

目が９割』という御本があるそうで，その中で，顔の表情が 55％，声の質，大きさ，38％，

計 93％を占める。これどう思いますかということです。いろいろな研究の結果がござい

まして，この研究も確かにございます。それもやはり受け手の側がどう受け取るのかの

問題と，それから，同じ文化の中にいるのか，それから，どういう環境と文脈の中でそ

れを理解するのかによってデータは違うと思うのですが，ただ，言えることは，顔と声

の質，大きさ，質とか大きさとかはあえてパラ言語と言われますが，そういうものだけ

でなくて，体物表現と言われているもの，たとえば，私は今日着物を着ているとか，こ

ういう髪形をしているとか，口紅は何色かとか，それは全部体物表現といいます。こう

いうものもすべてコミュニケーションのメッセージです。ですから，そういうものを全

部トータルに含めて，我々はその人が口をきく前から，すでに判断をしているというこ

とは十分ありうると思います。実際にいろいろなところで審査員を仰せつかるんですが，

必ずしもスピーチコンテストだけではありません。たとえば，某ミスコンテストなどの

審査員も仰せつかるんですが，壇上に上がるときにもう大体この人入るなと分かります。

スピーチコンテストでもそうです。不思議なことですが，即座にこの人は上にいくとい

うのが分かります。それは歩き方とか，その人の態度とか，そこから人を引きつけてい

るんです。そういうようなところというのはかなり大きなファクターではないかなと，

私は実体験として感じております。それから，次に謝罪について。日本人は「すみませ

ん」とか，「申し訳ないです」とか，すまないと思っていないのに謝罪する場合が多い。

こういう場合に，その人は謝罪しなかったことになるのでしょうか。どのようにとらえ

たらいいでしょうかという問題です。謝罪ということに関しては，異文化コミュニケー

ションの分野でも謝罪をどうとらえるかということでまず違うんです。日本人の場合に

は，「すみません」とか，「申し訳ないです」というのは，心から自分自身に非があると
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いう，責任を認めるということではなく，あなたにすまない思いをしましたという，相

手を傷つけたことに対して，気持ちを共有するというか，共感するというために一応謝

るというのがあるんです。だから，必ずしも悪いと思って責任をとりますと言っている

わけではないのです。これがなかなか分かってもらえなくて，「すみません，すみません」

と日本人はすぐ謝ると言われるんですが，謝っていて責任をとるのでなくて，相手に対

してちょっと傷つけたとか，相手が不快な思いをしたことに対して，そのことについて

悪かったわねと言っているだけということが多いのです。ところが，これがたとえば日

中の問題になると摩擦を生じさせまして，このあいだ中国でずいぶん反日運動が起きま

したね。靖国の問題とか，いろいろあります。ああいうものも中国の方からいろいろ話

を聞きますと，中国側の謝罪というのは，「すまない」と言ったら，それが具体的に行為

として責任をとらない限り認めないそうです。いくら「心から申し訳ない」とか，「心か

らおわびします」と言っても，それは謝罪にならない。そういう文化です。ですから，

謝罪をどう受け止めるかというのが文化によって違うと言えるのではないでしょうか。

以上です。 

司会（熊谷）ありがとうございました。箕口先生にもいくつか質問が来ております。よろ

しくお願いいたします。 

箕口 いくつかの御質問，ありがとうございます。大きく分けると学校カウンセリングの

内容についての御質問がほとんどですけれども，あとはコラボレーションについての御

質問です。まず，学校カウンセリングについては，やはりちょっとインパクトが強かっ

たみたいで，スクールカウンセラーの時給について（笑），それは妥当なのかどうかとい

う御意見がありました。学校関係者の方で，実情をよく御存じの方のようで，たとえば

校医さんがいまして，校医さんと同じ。だから，5500 円よりもっと高いですね。8500

円だそうですけれども，自治体によってはスクールカウンセラーも校医さんと同じよう

な時給をもらっているところもある。たとえば，不登校の子供がスクールカウンセラー

がかかわることによって学校に来るようになったことは，経験的にほとんどない。ひま

なときは事務室でお茶を飲んだり，図書室で読書をしたりの姿も見かけますというよう

な非常に厳しいお言葉もあります。一方で，民間というか，地域の中にフリースクール

とか，フリースペース，あるいは学習塾のようなところです。そこにも不登校とか，そ

のほかの子供たちが来ています。むしろそういう民間のフリースクールに来ている子供

のほうがまた学校に行くというような場合が多いのではないか。実際ぼく自身も，大学
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が埼玉県の新座市にあるものですから，新座の地域にもいくつかのフリースクールとか，

不登校の親の会とか，そういう民間のグループがあるんですが，そこの人たちとも一緒

にかなりやっています。確かにそこに来る子供のほうが……。不登校の問題を考えると

きに難しいのは，学校に行くことがその子にとって治ったというか，良くなったことな

んだろうかという問題がありますが，一概に言えないと思うんです。ただ，もう少し長

い目で見ると，学校に行かなくても中学校は卒業できますけれども，中学校を卒業した

あとに，その子がどう生きていくのかというか，社会の中でどう自立するかということ

を視点に入れたかかわり方というか，支援がやはり必要ではないかと思います。そうい

う意味では，やはり御指摘のように，むしろ民間のフリースクールのようなかかわり方

のほうがその子にとってはという面もあると思います。そういう意味では，今のスクー

ルカウンセラーの時給が妥当かどうかという面では，なかなか難しい問題です。それか

ら，もう一つ，例えば子供が学校で飼っているウサギを殺したとか，そういう事件がけ

っこうあります。そういう行動をしてしまう子供自身も非常にかわいそうに感じます。

そういう子供たちにどのように接したらよいのでしょうかという御質問です。最近の子

供はインターネットなどのデジタルコミュニケーションの手段を使う，長崎の事件がそ

うですが，女の子が教室で殺したけれども，一つはインターネットでのやりとりの中で，

ということがあると思います。そういう子供たちをどのように指導したらいいのかとい

う問題とか，それから，子供たちの家族への働きかけをどのようにお考えですかという

ことです。今の日本社会の中で，そういう子供たちの攻撃性というか，あるいは衝動性

というか，それが非常に目立つ事件とか出来事がすごく増えています。その問題を学校

教育の中，あるいは家庭の中でどのように対応していくかというのはすごく大きなテー

マになっていくと思います。そういう意味でも，お話ししたような，たとえばスクール

カウンセラーがその学校だけではなくて，地域全体ともかかわる中で，問題にコラボレ

ートしていくというか，そういうことが必要な時代になったのかなと思っています。あ

まりお答えになっていないかもしれませんが。それから，あとはコラボレーションにつ

いて，コラボレーションを十分に進めていくために参考になるような本としてはどうい

うものがあるのかということです。一つだけ挙げさせていただくと，至文堂というとこ

ろから『現代のエスプリ』というシリーズで出ています。毎回，主に心理関係にかかわ

るテーマで特集を組んだ『現代のエスプリ』という論文集です。その中で，確か２年ぐ

らい前ですけれども，亀口憲治という東大の教育心理の先生が編集した，まさに『コラ
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ボレーション』というタイトルの本が出ています。これがかなり具体的で，参考になる

のではないかと思います。最後ですが，これはある意味ではタイムリーというか，非常

に重大な事件ですけれども，滋賀県で幼稚園の子供２人を殺したお母さんの問題。この

事件についてどのように考えられますかということです。これは清先生にもかかわる部

分だと思いますが，ただ，まだこの事件は実際にどういう動機で殺したのか，全く詳細

が分かりませんので，そう簡単に何らかのコメントをするというのも非常に難しいと思

います。推測ですが，中国の方ですよね。中国の方で，日本での生活の中でたまってい

たというか，そういう部分があって，それがああいうかたちで爆発したというか，そう

いうことまではある程度推測できると思います。それをどうしたらいいかというところ

は，まだくわしいところが分かっていないので，なかなかコメントしづらいけれども，

清先生，お願いします。 

清 今箕口先生がおっしゃったように，まだ原因究明がなされていない，本当に起きたば

かりの事件ですので，軽率にいろいろなコメントがしにくいのですけれども，ただ，や

はり推測できることは，腹にかなりいろいろなものをためていたんじゃないかと思いま

す。それをもう少し違ったかたちで出していたら，防げたかもしれない事件ではなかっ

たと思います。私も実は身近に，昨年ですけれども，私の教え子のお父さんにあたる人

がやはり中国人に刺されて殺されました。公判に行ったり，いろいろなところを私も経

験したんですが，やはり本当にいろんなものを，思ってもみないものをためているとい

うことがあるんじゃないかと思います。 

司会（熊谷）ありがとうございます。非常に多岐にわたる御質問を会場からいただきまし

て，ありがとうございました。次に，前半のお話，そして，今の質問へのお答えなども

含めて，杉戸所長からコメントをお願いできるでしょうか。 

杉戸 「伝え合いの意味」というのが今日のテーマの副題に掲げてあります。その副題を

お三方のお話を聞きながら繰り返し読み直しておりました。思い出しながら，質問への

お答えも伺っておりました。日ごろ，研究所の仕事としては，言葉の研究とか，言葉の

教育という物事について考える仕事をしています。調査をしたり，文献，資料を扱う仕

事をしています。ともすればその仕事がついつい具体的な言葉の発音とか，単語の形と

か，文法とか，細かい言葉の違いとか変化，そういった言葉そのものに目を奪われてし

まいがちであることを，今日改めてまた感じて，反省のような気持ちをもって聞いてお

りました。そういう仕事自体は，それはそれで大切だと信じて，これからもそういう仕
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事を続けたいと思いますけれども，そんなときに基本的な心，つまり，コミュニケーシ

ョン，あるいは伝え合いの意味ということを，たとえば今日のような問題を感じながら

考えることがいかに大切であるかということを私も今日勉強いたしました。これはこれ

から申し上げることに関係すると思いますが，なにも言葉の研究を仕事とするものだけ

ではなくて，一般の家庭の中での暮らし，いろいろなお仕事での，その仕事の場での暮

らし，そういったところでもやはり言葉そのものと，言葉を交わす，伝え合う，その言

葉そのものと伝え合うということをいったん区別して考えるということ，これもよく忘

れがちなことではないかと思っております。そういう意味で，お三人の話は言葉の基本

的な事柄のうちの中でも，さらに基本的なところを改めて考えるための手掛かりを，非

常に具体的なそれぞれのお仕事の中から，具体的な例を出していただきながら，考える

ための手掛かりをたくさん与えてくださったと思います。そういうお話の中で共通して

いたことがいくつかありました。その共通していたことのいくつかの中から一つだけ，

私がここで申し上げたいと思うのは，伝え合い，コミュニケーションにまつわる曖昧さ

と率直さと言いましょうか，ズバリ言うという意味，そういう意味で率直さという言葉

を使いますが，曖昧な伝え方と率直な伝え方，その二つの事柄をどんなふうに考えたら

いいのか。それをお三方は別の言い方，別の事例をもって，それぞれの焦点として取り

上げてくださったと思います。曖昧さとか，率直さのもつよい側面，それから，よくな

い側面，あるいは，曖昧さが逆に必要となる場合，あるいは不必要な場合，さらに逆に，

話が裏表の関係ですから，ごちゃごちゃしますが，率直さが求められる場合，あるいは

率直さは控えるべきである，控えたほうが良いという場合と，それぞれ裏表の関係にあ

るような二つの事柄を比べながら，対比しながらお話は組み立てられていたと私なりに

聞いておりました。そして，ここが大切だと思っているのですが，単に比べながら考え

るだけではなくて，その二つの側面をまとめていく道を探すべきだということです。そ

のことを強調された。その両面を暮らしの中で生かしていくことが大切だということを，

それぞれに聞かせていただいた。そんなふうに聞きました。確かに日ごろ暮らしていま

すと，相手の言い方，話の進め方について，なんだかはっきりしない言い方だなと相手

の曖昧さを気にしたりします。逆に，えらくはっきり，ズバリ言ってくれるじゃないか，

もうちょっとやさしく言ってくれればいいのにと涙が出るようなときもあります（笑）。

相手の率直さにたじたじとなったりするんです。そんなこともこれまた一方で少なくあ

りません。両方あります。そんなときのことについて，思い出しながら私は話を伺って
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いたわけですが，こんなことを思います。一つは，相手の話し方が曖昧だとか，はっき

りしない，たくさんの言い方の中から，なぜこれを選んで，もうちょっとはっきり言え

る言い方があるだろうに。そんなことをいろいろ考えたとき，曖昧だと感じたときには，

心構えとして，まず，イライラしない，じれないということです。これは本気で申し上

げています。むやみにもっとはっきり言ったらいいんじゃないの，あるいは言ってほし

いということを言ったり，顔に出したりしないで，まずは自分の内で受け止める。もう

一方で，逆に相手の話し方が率直すぎる，ズバリ言いすぎているんじゃないか，もっと

やさしく言ってほしいのに。そんなふうに感じた場合，カチンと来ているわけです。そ

のカチンと来る気持ちを，心構えとして，まずはぐっと抑える（笑）。逆にしかられてい

るような，たしなめられているようなことになることが多いわけですから，怖がったり，

縮み上がったりしない。もっとやさしく，遠回しに言ってくれればいいとすぐには思わ

ない。これまた両側面，両方向ありますから，二つあるんですが，いずれにしても，一

方ではイライラしない，じれない。他方はカチンと来る気持ちを抑える。縮み上がらな

い。あくまで心構えの問題ですが，まず，その姿勢を整えることが必要だと私は思いま

す。これは日ごろ私なりに努力していることを申し上げているだけではありません。い

かに難しいかを感じつつ申し上げる。ひと言で言えば，その両方に共通してまとめて言

えば，相手の曖昧さや率直さにたじろがないで，一歩立ち止まる。これが普段の言葉の

暮らしで非常に大切なことではないかと感じます。立ち止まるだけでは改善はきっとさ

れません。気持ちは落ち込んだり，腹が立ったりするだけでしょう。大切なのは次の段

階。今までは第１段階だとして，第２段階として申し上げれば，相手の話し方の曖昧さ

とか，率直さについて，なぜだろう，なぜこの人はこういう話し方を選んでいるのだろ

う，どうしてこの相手はこういう率直な，ズバリという言い方を選んだんだろうという

ことを一歩立ち止まって考える。先ほどのたじろがないというものの次に考えるという

段階が必要だと思うのです。なぜそのように考えるかと言いますと，今日のお三方のお

話，話し方の曖昧さとか，率直さについて，それぞれいろいろな背景とか理由があると

いうことを聞かせてくださいました。小池さんは大阪の事例を取り上げて，日本の中の

大きく東と西に分かれるようなことがよく議論されます。その中でも典型的だと言われ

る大阪の曖昧さ，あるいは率直さを取り上げ，いわば話し方の地域性ということに目を

向けてくださいました。あるいはその地域の文化とか，かたぎ，気質といったもののこ

とを思い出させてくださいました。それを単にいいとか悪いとかではなくて，よりよい
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曖昧さ，望ましい曖昧さを大切にしたい。そういうことを提言されました。清さんは世

界の東と西の話から話を始められました。西洋思想と東洋思想という枠組みで，ものの

見方の基本的な２種類をタイプ的にとらえるというところからお話が始まりました。そ

して，その二つをそれぞれに大切にしながら，改めてまとめる方向を示してくださった

と思います。単に対立の中でとらえるのではなくてというお話でした。箕口さんは具体

的に学校の場面，学校という社会の中でのお話でした。そして，そこの中にいる様々な

立場の人々，子供，保護者，あるいは先生方，そして，学校のカウンセラーの方という，

学校と社会の中でのいろいろな立場の人同士の間の協働性，コラボレーションという外

来語でおっしゃいましたが，一緒に問題を解決しようとする，そのことの大切さをおっ

しゃいました。そして，その中で，これはお話の後半に集中していたと私は思うのです

が，話し方の選択の必要性，あるいは立場や役割に応じた話し方の大切さ，このことに

お話が及びました。つまり，その中にも曖昧さとか，率直さというのが含まれているに

違いないと思って聞いたわけですが，今日のお話の焦点の一つとして私が選んだ，曖昧

さとか率直さという話し方の持つ光と陰というのでしょうか，そういう二つの側面それ

ぞれに申し上げたいのは，それぞれにいろいろな背景や理由がある。由来がある。文化

的な，あるいは歴史的な事情がある。そういうことに思いをいたす瞬間をつくって，す

ぐにたじろがないで，あるいはすぐに怖がらないで，一歩立ち止まって考える時間を，

ごく普段の言葉の暮らしの中に取り戻したい。そんなふうに思ったわけです。そのこと

を考える。その時間を取るということです。これがおそらく出発点になる。毎日の具体

的な言葉の暮らしで，曖昧さにイライラしたり，率直さにカチンとしたりすることを，

なんとかして避ける。この率直性，曖昧さのよってきたるところは何だろう，なぜなん

だろうと思いをいたす。箕口さんのスライドの最後のほうで出てきました「少々のヘッ

ドワーク」というのがありました。「フットワーク，ネットワーク，三つ目，そして，少々

の」と書いてあったところがしみじみと拝見できたんですが，普段のコミュニケーショ

ンの場面で，決してカウンセリングの場だけではないと私は思って伺ったのは，少々の

ヘッドワーク。「なぜだろう，この曖昧さは」と問う。その姿勢です。そういうメッセー

ジを込めたお話をお三方から伺ったと聞いた次第です。とりあえず最初に司会者が御紹

介した，曖昧さと率直さ，その兼ね合いはどうか，どう具体的に兼ね合いをつけるのか

ということについてのお答えにつながる第１段階と第２段階を申し上げたつもりでおり

ます。第３段階以降がこの先展開できればと思うんですが，私自身もドキドキしていま
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す。 

司会（熊谷）ありがとうございました。イライラしない，カチンとしない，縮み上がらな

いということで，コミュニケーションというのは重要なんだなということをしみじみ思

います。曖昧さと率直さ，どちらかが勝ってしまうこともあるかもしれませんけれども，

先ほどの御質問でたくさん出ていました，両方を兼ね合わせた言い方ということでお話

を伺いたいと思います。言いたいことは言うんだけれども，相手のふところに飛び込む

ような，あるいはうまく，するっとそれを相手に届けてしまうような言い方というのは

どういうことなのか。また，箕口先生のお話に，実際に作業をするときというのは，な

かなかお愛想だけでは済んでいられないということがありました。信頼関係をつくりあ

げるということと，実際の作業とか問題解決をしていく上で，それは両立するのがとき

には難しいこともある。そのようなときにどういったことがポイントになるのか，それ

から，その中で，言葉を使うということが，どんな役割を担いうるのかといったような

ことについて，どなたからでも結構ですので，コメントをいただければと思います。 

小池 ちょっと私が自分の持ち時間の中で申し上げられなかったこともありますので，今

の問題提起に関連して，本当はお話ししたかった要素も含めて言うと，曖昧さと率直さ

の兼ね合いというところに，私は合理性というものが介在していると思うんです。これ

また大阪，あるいは周辺の言葉の中から見つけたことですけれども，たとえば阪神電車

に乗ります。阪神電車に乗って，ドアのところにもたれかかっていると，シールがはっ

てあるんです。見ると「指詰め注意」と書いてあるんです。ああいう表現は東京のほう

ではしませんね。説明ですね。戸袋に手を引き込まれないようにということですから，

そのてのことが書いてありますが，向こうは「指詰め注意」と書いてある。これを東京

から観光客が行くと，向こうはやっぱり下品だねとなるんですが，向こうは直截
せつ

にもの

を言うわけです。くどくど理由をそこで述べないで，とにかくここでは伝わることが最

優先だという判断をした場合は，きわめて合理性を発揮して「指詰め注意」。今日，写真

を持ってくるのを忘れて申し訳ないんですが，皇子山動物園（滋賀県）というところに

行きまして写真を撮ってきました。サルのおりのところに看板が立っていて，「注意 噛
か

みます」と書いてあるんです（笑）。上野動物園なんかに行くと「ただ今発情期ですので」

どうのこうので「近寄らないでください」と小さい字で書いてあるんです。字が小さい

から，そばへ寄ったらかえって危ないんですけれども，向こうは「噛みます！」と大き

い字で，びっくりマークかなにかをして。それはやはり合理性なんですけれども，くど



 38

くど言っていたらかえって危ないし，回りくどいことはここは要らない。そういう表現

をする大阪の人たちは同時に，今日申し上げたように，たくさんファジーな表現を持っ

ていて，ここぞというときは反転して合理になるわけです。この曖昧と直截な，率直な

もの言いをつなぐのは，私は合理性だろうと思います。論理性とは違う。合理的な判断

がそのあいだに介在しているのではないかなと思いますが，いかかでしょうか。 

清 今小池先生がおっしゃったことは，どちらの例も攻撃性を持たないということに共通

点があるように思います。それから，事実を伝えているということでも共通していませ

んでしょうか。「噛みます」という場合は，サルが噛むよという事実を伝えているわけで，

教条的に，だから，手を触れるなとか，近寄るなとか言っているわけではないですね。

「指詰め注意」というのも，直截的には見えますが，言語表現そのものはそう見えます

が，何か凶器を持っている人が「指詰め注意」と言っているわけではないんですよね。

自動的に閉まるドアについて，あなたが自分で気をつけてくださいねということで，指

を詰めないでくださいねという配慮ですよね。ですから，相手の攻撃性はそこになにも

ないと思います。ですから，私がちょうだいした質問も，不満を伝えるのはどうしたら

いいか，何か考え方が基本的にあるかとか，何か参考書がないかとか，そんなに言って

しまったら，かえってもっとけんかがひどくなるんじゃないかとか，そういうものをた

くさんいただいたんですが，一つ，目指す方向としては，攻撃性ということは避けると

いうことだと思います。建設的に言うということだと思います。言うときに相手に，相

手のほうも同じトレーニングを受けていれば問題ないんですが，こちらだけでコミュニ

ケーションのトレーニングを受けて，相手は全くそういう予備知識なく聞くので，向こ

うのほうが傷ついたり，言われたということだけで受け止めることができなかったりす

ることが往々にしてあると思うんです。ですから，そのときに一応今から申し上げにく

いことを言うんだけれども，なぜ言うかというと，私たちの関係をよくしたいからであ

るとか，あるいは，これを言うことによって，また今後同じようなことがないように，

次のときにいいようにと思って，ぜひ聞いてくださいねという言い方で言ったら，相手

は少しは耳を傾けてくれるんじゃないかと思います。夫婦げんかのときもそうだと思う

んです。「あなたのことを愛してるのよ。だから，あなたとの関係をうまくやっていきた

いから。だから，この関係をうまく継続したいから。だから，聞いて」と言えば，聞い

てくれるんじゃないかと思うんです。いかがでしょうか（笑）。 

箕口 カウンセリングの訓練の一つにアサーショントレーニングというのがあるんです。
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アサーションというのは要するに主張です。自己主張というか，自分の言いたいことを

相手を傷つけずにいかに伝えるかという訓練ですけれども，その場合に，訓練なのでロ

ールプレイをやったりするんですけれども，それぞれの役割があって，実際にやりとり

をする。その中で割とよく使われるのは，アイメッセージとユーメッセージという違い

です。カウンセリングに限らず，いろいろなコミュニケーションの領域ではよく言われ

ていることですけれども，アイメッセージというのは，普段のコミュニケーションの中

では我々は忘れてしまうコミュニケーションの仕方です。ユーメッセージをほとんど日

常的には我々は使ってしまう。ユーメッセージというのはどういうことかと言うと，「あ

なたはこうしてほしい」とか，「あなたはこうでしょう」とか，そういうニュアンスの伝

え方です。それに対してアイメッセージというのは，「あなたがこのようであると私は思

う」という前提があるわけです。あくまで「私はこう思う」という伝え方です。実際に

ロールプレイなどで聞き役をやってみると，アイメッセージで伝えられた場合とユーメ

ッセージで伝えられた場合は非常に受けるニュアンスが違うんです。アイメッセージで

伝えられたほうが相手の言うことをこちらもよく理解できる。カウンセリングだけでは

なくて，実際に親子のかかわり方，コミュニケーションのとり方もそうだと思いますけ

れど，我々はつい子供に対して親という上の立場でものを言ってしまうことがあるんで

すが，基本的には親子であっても対等な立場であるというか，そういう立場で，しかも

アイメッセージで伝えるということが，そのコミュニケーションがうまく進んでいく一

つの方法ではないでしょうか。なかなか難しいことだと思います。 

清 申し訳ありません，レディーファーストで。今のアイメッセージ，ユーメッセージの

実例を少し挙げさせていただきます。私もコミュニケーショントレーニングで学生にや

っているんですが，たとえば，デートをする相手がいつも遅れる。「全くもう，いつも遅

れるんだから」と言いたい。これはユーメッセージで，「あなたが悪い」というユーメッ

セージです。それをアイメッセージに変えるというのはどうしたらいいかというと，た

とえば，「私はあなたのことが大好きだから，１分でも早くあなたに会いたいの。それな

のにあなたが来てくれないから，私はとても寂しく思うの。早く来てくれるとうれしい

な」。これがアイメッセージです。 

小池 そのことと，杉戸社長ではなくて杉戸所長がおっしゃった（笑），一歩立ち止まって

考えるということの関係をちょっと考えてみたいと思うんですが，アイメッセージ，ユ

ーメッセージとも関係します。一歩立ち止まって，イライラせずに考えるということは，
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本当に冗談ではなくて大事なことなんです。なぜ大事かというと，考えるというのはた

だ頭を働かすということではなくて，もっと分かりやすくと言うと，自分の問題として

考えるということなんです。今日の御質問の中に，「コミュニケーションが上手な人とは」

という御質問が一つあります。たとえば，有名人の誰々とか，職業とか，誰がたけてい

るのか，誰を手本にするとよいのか。誰が手本かということを考えても，それはその人

の歴史，風土の中で意味があるわけですから，手本を追い求めても，コミュニケーショ

ンを自分のものにしていくということにはさほど役に立たないと思います。最初のコミ

ュニケーションが上手な人とはというのは，自分の問題として考える力が高い人だろう

と私は思います。今のユーメッセージで「おまえはこうだから」というのは比較的簡単

なんです。そうではなくて，自分の問題としてそれを考える。近々，私が去年の４月か

ら仕事を始めた大学で卒業演奏会があります。音楽系の大学ですので，卒業演奏会があ

り，あいだに卒論の優秀なものをいくつか発表するというのがありまして，そのうちの

１人が私が面倒をみた卒論だったものですから，それを発表してもらうわけです。ビデ

オを使ったり，パワーポイントを使いながら，その学生が最後のパフォーマンスをやる

んです。自慢話ではなくて，私はこの手のことをやるときは必ず自分で構成を考えます。

押しつけはしませんが，彼は彼で計画を立ててもらいながら，私は私でそのためのビデ

オ素材なども，今自分の手元にありますので，それを見ながら，自分で構成を立てるん

です。そうしないとその学生の思いというのはつかめないはずです。それから，欠けて

いるところが本当に見えてこない。自分の問題として立ち止まって考えるというのは，

実はそういう訳なんです。今日の私の基本モードは，ジャパン・オリジナリティの話を

したくて，ずっとここに座っているわけですが，日本の私たちの独特なコミュニケーシ

ョンの中にはそういうものがあったんですよ。いつでも自分の問題として考える。日本

の伝統芸能も教えていますが，能や狂言や歌舞伎や文楽にしても，みんなお客は自分の

問題として考えているんです。だから，なよなよとした歩き方でまちを歩いてみたり，

長唄を勉強してみたり，歌舞伎役者のものまねをするんだけれど，そこへ必ず自分の知

恵を入れていく。こうやって今日の一つのキーワードである「協働」，ともに働く協働関

係が，共犯関係が成り立つわけです。舞台の上と客席。その客席のお客さん方は，単に

楽しんでいるだけではなくて，実はその楽しみをもっと楽しむために，そういう教養を

身につけながら，あるいは歴史や俳優や歌い手の経歴，技能というものを勉強しながら，

舞台を楽しみ，舞台のほうは舞台のほうで，見
み

功者
こうしゃ

に対して，聞き功者に対して応えて
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いくために，より高いものを。両方が自分の問題なんですよ。これが江戸時代までに，

完成はしませんけれども，非常に高いところまで持ってこられた日本のコミュニケーシ

ョン文化だったんです。これを今の社会に復活しているのがなんとトヨタなんです。ト

ヨタは，係長だろうが，課長だろうが，部長だろうが，部下が何かの企画を持ってきた

ら，それを客観的に，論理的にとらえるという仕方はバツです。自分の問題として考え

る。自分がそれをやるとしたら，どういうことなんだろうかということを考える能力が

ある人間が部長や課長を張る。張っている以上はそれをやるのが仕事だというのがトヨ

タのやり方なんです。徹頭徹尾自分の問題として考えさせる。自分の問題として考える

と知恵が出てきますから，その知恵が次の，トヨタの場合は技術開発に結びついてきて

いるわけです。トヨタは世界中の人たちが見に来ますけれど，最近注目されているのが，

聞くところによると，「すり合わせ」という会議だそうです。これは外注の技術者も出ま

す。ヒラ社員も出ます。係長も出る。課長も出る。部長も出る。役員も出ます。五つぐ

らいあるテーマに関係する人たちが 200 人ぐらい出て，そこで議論するんです。当然発

言しない人もいますが，発言しないまでも，頭の中で自分の仕事とすり合わせる。つま

り，自分の問題としてそこで議論されていることを吸収していくから，いろいろなこと

が知恵として次に出てくる。こういうことをコミュニケーションでトヨタはやっている

んです。そういうふうにしていかないと，これからの技術開発は世界の中で輝いていけ

ないからです。もう今や工業の時代は過ぎて，インダストリアルの時代ではなくて，サ

イエンスの時代になり，サイエンスの時代も終わって，芸術，アートの段階に入ってい

ます。レクサスなんていうのはタイヤの車輪は真円です。真円というのは，全くゆがみ

がない円です。だから，タイヤから来る振動はないわけです。そんなものがなぜつくれ

るかというと，すり合わせの議論の中でいろいろな知恵が出てくる。みんなが自分の問

題として考える。トヨタがトヨタを自分の会社として考える。組合も経営のことを考え

る。経営者は部下のことを考える。これは日本が昔からやってきたコミュニケーション

を組織として大々的に，緻
ち

密に実行，実践している姿なんです。 これが今日申し上げ

た，曖昧な文化がいいですよ，いいですね，じゃあ，今までとおりでいいんだなという

ふうに思われては困るといったところなんです。曖昧な文化というのは非常にポテンシ

ャリティが高い。いろいろなものを生み出す，生産性の高い文化だと私は思いますが，

大事な条件がある。それが自分の問題として考えるということです。徹頭徹尾自分の問

題。芸能の世界でも昔の人たちがやってきたように，自分の問題として考えることによ
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って見えてくるもの，それを出し合う。こういう文化なんです。これが今のトヨタの繁

栄にも結びついていますし，おそらくこれから日本のそういう曖昧な文化が世界から注

目されて，その先鞭
べん

を今アニメやゲームがつけてくれているんじゃないかなというのが

私の見方でございます。ですから，杉戸所長がおっしゃった，一歩立ち止まるとか，考

えるとかいうのは，私は自分の問題として立ち止まって考えるというふうに読みたいな

と思います。その先に箕口先生がおっしゃった協働性というのが自然に生まれてくるの

だろう。日本の社会というのはそういうことをやってきたということをもう１回再認識

をして，そこからどうこれから一人ひとりが，あるいは会社や学校が組み立てはじめる

か，失った自信をどう取り戻すかということが非常に大事な段階に今来ているんじゃな

いかなと思います。ちょっと長口舌で大変失礼しました。 

司会（熊谷）ありがとうございました。いろいろ具体的なお話が出てきて，いちばんおも

しろくなったときに不調法な司会が出るようで，大変恐縮なんですけれども，そろそろ

予定の時間となってまいりましたので，最後に，また率直な言い方であれなんですが，

杉戸所長から１，２分でとりまとめを（笑）。 

杉戸 １，２分というと……。一言で申しますと，私が今の議論を伺いながら思っていた

のは，こういうホールによく天井からぶら下がっているミラーボールです。光を当てる

とキラキラ輝きます。あれはなぜ輝くかというと，いろいろな角度からのいろいろな光

を反射しているからで，決して一つの光だけを反射しているんじゃない。鏡はたくさん

ついている。鏡を１枚置いただけだと，１色の反射しかない。ミラーボールというのは，

鏡の部分の数をたくさん増やせば増やすほど，細かい光できれいになります。つまり，

相手の話をどう受け止めるか。それをできるだけたくさんの鏡を自分の中で用意してい

たい。そんなふうに思いました。それによって立ち止まる余裕も出る。なぜだろうと考

える，その考える道筋もたくさん広がる。そんなふうに考えます。アイメッセージなの

か，ユーメッセージなのか。その選択も広がるだろうと思います。つまり，選択肢を広

げるためにミラーボールをイメージしていたい。こんなふうに思いました。ミラーボー

ルは鏡の角度をつけてできていますから，デコボコしています。そして，細かければ細

かいほどいいということになると，究極は球です。円というか，本当のまん丸なもので

す。円満な人格というのはそういうものだろうと思います。つまり，ちょっと乱暴なま

とめ方なんですが，曖昧さ，率直さ，多様性，アイメッージ，ユーメッセージというお

話も出ました。そういったことをどう兼ね合いをつけるかというのは一本化はできない
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だろう。多様性の中からいろいろな反応の仕方，あるいはしゃべる側に立てば，いろい

ろなしゃべり方から選ぶよりほかない。そのときに光を発するというイメージも含めて，

ミラーボールの多面性というのを大切にする。こんなことが今日の私なりに伺ったお三

方のお話の一つの筋であったと思います。いかがでしょうか。２分半かかりました（笑）。 

熊谷 ありがとうございました。本日は言葉で伝え合ったり，共に何かをしていくという

ことについて，いろいろな角度から考えてまいりました。皆様，何かきっかけをつかん

でいただいたり，ヒントを見つけていただいたりしていただければ幸いでございます。

先生方もどうもありがとうございました。会場の皆様，ありがとうございました。 

司会 どうもありがとうございました。これで予定しておりましたプログラムはすべて終

了いたしました。冒頭で所長が申し上げましたおみやげはお持ちになれましたでしょう

か。それでは，これで国立国語研究所第 29 回「ことば」フォーラムを閉会いたします。

それから，アンケートをよろしくお願いいたします。どうもありがとうございました。 

                                   ＜終了＞ 
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